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■人　口　5,007人（－22）

■世帯数　2,432戸（－ 4 ）

男　2,386人（－ 7 ）
女　2,621人（－15）

PHOTO : 吉野川の下流にて、広野保育所の子どもたちが水辺の生き物を観察
　　　　  しました。詳細は裏表紙『まちのできごと』をご覧ください。
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中
垣
宏
造
さ
ん

高
齢
者
叙
勲
旭
日
単
光
章

　
中
垣
宏
造
さ
ん（
上
分
字
江
田
）は
、

神
山
町
議
会
議
員
に
昭
和
59
年
に
当
選

し
、
平
成
7
年
12
月
ま
で
の
3
期
12
年

に
わ
た
り
在
職
さ
れ
、
豊
富
な
経
験
と

卓
越
な
る
見
識
を
持
っ
て
、住
民
福
祉・

生
活
環
境
の
向
上
の
た
め
、
幹
線
道
路

の
改
良
整
備
、
地
域
産
業
の
振
興
・
育

成
強
化
な
ど
に
貢
献
す
る
と
と
も
に
、

平
成
5
年
12
月
22
日
か
ら
平
成
6
年
12

月
22
日
ま
で
は
副
議
長
と
し
て
、
議
会

の
円
滑
な
運
営
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
度
、
こ
れ
ま
で
の
功
績
が
認
め

ら
れ
、
高
齢
者
叙
勲
旭
日
単
光
章
を
受

章
し
、
令
和
3
年
8
月
18
日
に
神
山
町

役
場
で
伝
達
式
が
行
わ
れ
、
後
藤
町
長

か
ら
叙
勲
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
受
賞
に
お
歓
び
を
申
し
上
げ

ま
す
。

栄
養
関
係
功
労
者
厚
生
労
働

大
臣
表
彰
を
受
賞

　
こ
の
た
び
、
森
本
知
世
子
さ
ん
（
広

野
字
）
が
令
和
3
年
度
栄
養
関
係
功
労

者
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
を
受
賞
さ
れ
、

徳
島
県
庁
で
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
森
本
さ
ん
は
、
多
年
に
わ
た
り
食
生

活
改
善
推
進
協
議
会（
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
）

会
長
と
し
て
、
神
山
町
の
食
生
活
改
善

の
普
及
啓
発
活
動
に
努
め
ら
れ
、
自
主

的
な
地
区
組
織
活
動
を
目
標
に
地
域
で

の
食
生
活
・
健
康
づ
く
り
の
問
題
解
決

に
向
け
て
取
り
組
み
、
住
民
の
健
康
の

保
持
増
進

に
寄
与
さ

れ
ま
し
た
。

　
今
後
も

益
々
ご
健

康
で
ご
活

躍
さ
れ
ま

す
よ
う
、

祈
念
い
た

し
ま
す
。喜

来
ヘ
リ
ポ
ー
ト
で

合
同
訓
練

　
10
月
18
日
、
鬼
籠
野
喜
来
ヘ
リ
ポ
ー

ト
に
て
、
名
西
消
防
組
合
と
徳
島
県
消

防
防
災
航
空
隊
の
合
同
訓
練
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
山
林
火
災
を
想
定
し
、
消
防

防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
「
う
ず
し
お
」
に

て
散
水
消
火
を
実
践
し
ま
し
た
。
消
火

バ
ケ
ッ
ト
に
給
水
し
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

に
取
り
付
け
て
消
火
ポ
イ
ン
ト
に
向
か

う
訓
練
を
数
回
繰
り
返
し
ま
し
た
。

　
訓
練
後
の
講
評
に
て
、
名
西
消
防
組

合
消
防
本
部
の
田
中
消
防
長
は
「
コ
ロ

ナ
で
実
施
出
来
て
い
な
か
っ
た
合
同
訓

練
が
実
施
で
き
て
よ
か
っ
た
。
新
た
な

消
火
栓
を
使
用
し
た
初
め
て
の
訓
練
で

し
た
。
実
際
の
消
火
活
動
の
際
に
も
ス

ム
ー
ズ
な
給
水
が
可
能
で
あ
る
と
実
感

し
た
。」
と
話
し
ま
し
た
。

令
和
3
年
度
神
山
町
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

　
令
和
3
年
度
神
山
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
大
会
が
10
月
22
日
（
金
）
に
旧
鬼

籠
野
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
お
い
て
、

15
名
が
参
加
し
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
良

い
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
開
催
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
日
頃
よ
り
プ
レ
ー
を

共
に
す
る
選
手
同
士
で
す
が
、
上
位
4

名
が
同
打
数
の
白
熱
し
た
試
合
と
な

まちの
　 出来事

かん太くん▲代理で受け取られました妻の菊江さん

▲表彰をされた森本さん（右）

▲表彰式の様子

▲令和 3年度神山町グラウンドゴルフ大会参加者のみなさん
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り
、
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
数
に
よ
り
順
位

が
決
定
し
ま
し
た
。
結
果
は
次
の
と
お

り
で
す
。

 
 

優　
勝
：
出　
　

子

 
 

準
優
勝
：
寺
奥　
忠
義

 
 

第
3
位
：
金
澤　
孝
一

高
齢
者
と
小
中
学
生
・
保
育

所
園
児
の
は
が
き
交
流

　
神
山
町
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

で
は
、
9
月
の
敬
老
の
日
に
ち
な
み
、

町
内
小
中
学
生
・
保
育
所
園
児
と
ひ
と

り
暮
ら
し
等
高
齢
者
の
は
が
き
交
流
事

業
を
行
い
、
高
齢
者
の
方
か
ら
、
た
く

さ
ん
の
感
謝
の
お
手
紙
や
お
言
葉
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
お
じ
い
さ
ん
、
お
ば
あ
さ
ん
、
元
気

で
長
生
き
し
て
く
だ
さ
い
ね
。

神
山
温
泉
の
周
辺
は

銀
杏
の
季
節

　
神
山
温
泉
に
は
四
季
が
感
じ
ら
れ
る

花
や
草
木
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、

神
山
温
泉
の
一
番
下
、
川
側
の
駐
車
場

に
、
い
ち
ょ
う
の
木
が
6
本
ほ
ど
並
ん

で
い
る
の
を
ご
存
知
で
す
か
？
杉
の
木

が
多
い
神
山
で
、
黄
色
い
世
界
を
作
っ

て
く
れ
る
貴
重
な
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。
そ

し
て
、
な
ん
と
全
部
の
木
に
銀
杏
が
な

り
ま
す
。
10
月
に
入
る
と
銀
杏
の
独
特

な
匂
い
が
辺
り
に
漂
い
始
め
、
秋
の
深

ま
り
を
感
じ
ま
す
。

　
熟
し
て
落
ち
た
銀
杏
た
ち
は
、
い
つ

も
温
泉
の
周
囲
に
咲
く
花
々
を
丁
寧
に

手
入
れ
し
て
く
だ
さ
る
林
さ
ん
に
「
あ

り
が
と
う
」と
言
葉
を
か
け
ら
れ
つ
つ
、

自
然
に
戻
っ
て
行
き
ま
す
。

�

（
ま
ち
ぐ
る
み
研
修
生
・
本
重
）

寄
井
の
窓
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に

K
A
I
R
作
品
展
示
中

　
「
寄
井
の
窓
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
は
、
寄

井
商
店
街
の
生
活
に
馴
染
む
、
日
々
の

中
で
ア
ー
ト
を
身
近
に
感
じ
る
場
所
と

し
て
、
3
6
5
日
ガ
ラ
ス
越
し
に
開

か
れ
て
い
る
空
間
で
す
。
季
節
や
イ
ベ

ン
ト
に
合
わ
せ
て
一
年
を
通
し
て
展
示

替
え
を
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
秋
に
は
「
K
A
I
R
こ
れ
ま

で
と
こ
れ
か
ら
2
0
2
1
」
と
題
し

て
、
町
内
各
所
で
特
別
展
の
開
催
を
予

定
し
て
お
り
、
K
A
I
R
所
蔵
の
過

去
の
作
品
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。（
作

品
は
、
寄
井
座
、
寄
井
長
屋
（
窓
ギ
ャ

ラ
リ
ー
含
む
）、
豆
ち
よ
焙
煎
所
、
大

粟
山
で
展
示
予
定
）

　
展
示
中
は
夜
間
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
も

行
っ
て
お
り
、
暗
闇
に
浮
か
び
上
が
る

光
と
作
品
は
、
日
中
と
は
ま
た
違
っ
た

表
情
を
見
せ
て
く
れ
ま
す
の
で
、
帰
り

道
や
散
歩
の
ル
ー
ト
と
し
て
、
ぜ
ひ
寄

井
商
店
街
を
通
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

�

（
K
A
I
R
実
行
委
員
会
・
糸
井
）

★
展
覧
会
情
報

K
A
I
R

こ
れ
ま
で
と
こ
れ
か
ら
2
0
2
1

�

秋
の
特
別
展

日
時
：�

11
月
21
日
（
日
）
～
28
日
（
日
）

　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
4
時

会
場
：�

寄
井
座
、
寄
井
座
入
口
長
屋
、
豆
ち

よ
焙
煎
所
（
12
時
～
17
時
／
月
曜
定

休
）、
大
粟
山
ア
ー
ト
ウ
ォ
ー
ク

※�

必
要
な
感
染
防
止
対
策
の
下
で
開
催
い

た
し
ま
す
。
状
況
を
考
慮
し
延
期
・
中

止
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

最
新
の
情
報
は
こ
ち
ら
か
ら
ご
覧
く
だ
さ
い

https://www.in-kamiyama.jp/art/diary/31823/

問
い
合
わ
せ
：

　�

神
山
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・
レ
ジ
デ
ン
ス
実
行
委
員
会

電
話
：
0
8
8
6
7
6
1
1
7
8

メ
ー
ル
：kair@

in-kam
iyam

a.jp

▲寄井の窓ギャラリー
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研
修
生
が
神
山
し
ず
く
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
て
活
動
を
開
始

　

神
山
町
ま
ち
ぐ
る
み
研
修
生
と
し

て
、鈴
木
康
亮
（
す
ず
き　
こ
う
す
け
）

さ
ん
が
研
修
を
開
始
し
ま
し
た
。
こ
の

研
修
は
、
神
山
町
の
次
世
代
の
担
い
手

と
な
る
人
材
を
育
成
し
、
事
業
の
継
続

可
能
性
を
高
め
て
い
く
こ
と
を
目
的
に

し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
神
山
杉
に
て

様
々
な
製
品
を
作
り
、
地
域
産
材
や
山

に
新
た
な
価
値
を
創
出
す
る
「
神
山
し

ず
く
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
て
研
修
を
行

い
ま
す
。
木
工
職
人
に
製
品
製
作
の
技

術
を
学
び
、
製
材
や
林
業
に
関
す
る
知

識
や
経
験
を
積
む
こ
と
を
目
標
と
し
て

い
ま
す
。

　
活
動
初
日
に
は
後
藤
町
長
よ
り
「
若

く
、曇
り
の
な
い
視
点
で
神
山
を
見
て
、

森
林
環
境
の
こ
と
な
ど
に
理
解
を
深
め

て
く
だ
さ
い
。
次
世
代
の
担
い
手
と
し

て
、
ま
ち
を
盛
り
上
げ
て
い
っ
て
ほ
し

い
。」
と
激
励
を
受
け
ま
し
た
。
9
月

初
旬
よ
り
活
動
を
開
始
し
た
鈴
木
さ
ん

は
「
研
修
は
も
ち
ろ
ん
、
住
環
境
を
自

分
で
整
え
た
り
、
生
活
か
ら
も
刺
激
を

受
け
る
こ
と
が
多
い
。
神
山
の
生
活
を

楽
し
ん
で
い
き
た
い
で
す
。」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

※�

こ
の
活
動
は
、
人
口
減
少
や
高
齢
化

の
著
し
い
地
方
に
お
い
て
、
地
域
力

の
維
持
や
強
化
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
た「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
制
度
」

を
活
用
し
た
取
り
組
み
で
す
。

　今回は広野にある「五反地モータース」の林芳和さん、林志帆さんご夫婦にお話を伺いました。
どうして今の仕事を始めようと思ったのですか？ �
芳和さん「生まれ育ち自分を育ててもらった神山町で働きたいと思っていました。元々車など
をいじるとこが好きで車社会である神山町で車検や車の修理を行うことで町民の役に立ちたい
と思ったからです。」
創業ではなく先代の高橋さんから事業を引き継いだとお伺いしました。 �
芳和さん「そうなんです、いつかは独立して神山で事業所を構えたいと考えていて、以前から
親交のあった高橋さんには、自分の車への想いを話していました。そんな中で、高橋さんご夫
婦から「五反地モータース」を引き継がないかとお話をいただきました。」
志帆さん「今でも高橋さんの頃のお客さんも来てくれて、長年の歴史の重みを感じます。」
志帆さんは町外出身だそうですが、神山町の印象を教えてください。 �
志帆さん「人のつながりを強く感じます。近所の人はもちろん、お客さんも色々教えてくれたり、
いろんなものをいただきます。子供の勉強を手伝ってくれたり、生活面でも助けてもらっています。」
最後に広報を読んでくださる方々に一言お願いします。 �
芳和さん「車に関することはもちろんですが、困っている人を助
けられるような存在になりたいと思っています。是非五反地モー
タースにいらしてください。」
　お二人ともとても気さくな印象で、ついつい色々と聞いてしまいました。本当
に神山町のことが大好きなのがすごく伝わって来ました。設備を整えて、多くの
方を支えられるようになりたいとおっしゃっていました。皆さんも是非一度足を
運んでみてください。� （取材・執筆　神山町商工会　山田優花）

vol.vol.

22神山町商工会より

▲林さん（左）と高橋さん（右）

▪五反地モータース �

委嘱書を受け取った鈴木康亮さん（左）
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町
議
会
9
月
定
例
会
が
令
和
3
年
9

月
8
日
か
ら
17
日
ま
で
の
会
期
で
開
会

さ
れ
ま
し
た
。

　
本
定
例
会
で
は
、
令
和
3
年
度
一
般

会
計
補
正
予
算
な
ど
15
議
案
を
審
議

し
、す
べ
て
原
案
ど
お
り
可
決
、同
意
、

承
認
さ
れ
ま
し
た
。
広
報
か
み
や
ま
で

は
、
議
案
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
お
伝

え
し
ま
す
。

■��

令
和
3
年
度
神
山
町
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
2
号
）
に
つ
い
て

　

今
回
の
予
算
で
可
決
さ
れ
た
事
業
で

は
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
10
億
5
7
0
3

万
7
千
円
を
追
加
し
ま
し
た
。
今
回
追

加
さ
れ
た
事
業
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

　
神
山
町
新
設
学
校
施
設
整
備
等
補
助

金
（
歳
出
5
億
5
0
0
0
万
円
）
…
神

山
ま
る
ご
と
高
専
新
設
準
備
に
関
す
る

補
助
金
と
し
て
支
出
し
ま
す
。
企
業
版

ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
附
金
が
充
て
ら
れ

ま
す
。

　
敷
地
造
成
工
事（
歳
出
3
0
0
万
円
）

…
大
埜
地
に
建
設
を
予
定
し
て
い
ま
す

神
山
ま
る
ご
と
高
専
の
校
舎
建
設
予
定

地
の
敷
地
造
成
を
行
い
ま
す
。

　
個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
記
念
品
（
歳

出
1
5
0
万
円
）
…
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
普
及
促
進
を
目
的
に
、
期
間
中

に
交
付
申
請
し
、
受
け
取
り
を
し
た
方

に
町
内
で
使
用
で
き
る
商
品
券
を
配
付

し
ま
す
。

　

保
育
所
施
設
改
修
工
事
（
歳
出

2
0
2
万
5
千
円
）
…
下
分
保
育
所
の

手
洗
い
等
の
設
置
や
改
修
を
し
ま
す
。

■�

令
和
3
年
度
神
山
町
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
3
号
）
に
つ
い
て

　
可
決
さ
れ
た
事
業
で
は
、
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
9
0
0
万
円
を
追
加
し
ま
し

た
。

　
神
山
町
農
産
物
販
売
促
進
事
業
補
助

金
（
歳
出
7
0
0
万
円
）
…
販
路
拡
大

に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
う
団
体
、
ま

た
は
法
人
を
支
援
し
ま
す
。

■�

財
産
の
取
得
に
つ
い
て

　

神
山
中
学
校
新
校
舎
移
転
に
伴
い
、

一
部
老
朽
化
の
進
ん
で
い
る
備
品
の
取

得
に
つ
い
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。（
教

職
員
用
机
、
椅
子
等
）

■�

神
山
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
の
選
任
に
つ
い
て

　
北
山
祐
一
氏
（
神
領
字
大
埜
地
）
が

選
任
さ
れ
、
同
意
を
得
ま
し
た
。

■�

神
山
町
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に

つ
い
て

　

山
口
英
二
氏
（
阿
野
字
南
行
者
野
）

が
任
命
さ
れ
、
同
意
を
得
ま
し
た
。

全
員
協
議
会
報
告

■�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接

種
状
況
に
つ
い
て

　
4
月
下
旬
か
ら
始
ま
っ
た
ワ
ク
チ
ン

接
種
は
町
内
3
か
所
を
中
心
に
進
め
ら

れ
て
き
ま
し
た
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
体
制

や
実
施
計
画
な
ど
が
報
告
さ
れ
ま
し

た
。
神
山
町
の
接
種
状
況
は
令
和
3
年

8
月
31
日
時
点
で
2
回
目
接
種
を
終
え

て
い
る
の
は
対
象
者
全
体
の
74
・
4
％

と
な
っ
て
い
ま
す
。

■�

集
落
支
援
員
の
活
動
状
況
に
つ
い
て

　
平
成
29
年
度
よ
り
活
動
を
開
始
し
た

集
落
支
援
員
は
上
分
公
民
館
を
活
動
拠

点
と
し
て
2
名
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

高
齢
者
実
態
把
握
調
査
や
行
政
情
報
な

ど
の
広
報
活
動
に
加
え
て
、
ワ
ク
チ
ン

接
種
予
約
の
補
助
な
ど
を
行
い
、
地
域

の
方
の
要
望
に
応
え
て
い
ま
す
。

　
令
和
3
年
度
は
、
防
災
に
関
す
る
準

備
体
制
の
強
化
や
地
域
清
掃
な
ど
に
参

加
す
る
な
ど
、
地
域
の
実
情
を
学
び
な

が
ら
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
4
年
度
か
ら
、
阿
川
地
区
で
の

支
援
員
を
展
開
し
て
い
く
予
定
で
す
。

■�
神
山
町
過
疎
地
域
持
続
的
発
展
計
画

に
つ
い
て

　
過
疎
対
策
に
つ
い
て
は
、
昭
和
45
年

の
過
疎
地
域
対
策
緊
急
措
置
法
の
制
定

以
来
、
四
次
（
50
年
）
に
わ
た
り
対
策

が
と
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、
未
だ
過
疎

地
域
に
お
い
て
は
、
人
口
減
少
や
少
子

高
齢
化
に
歯
止
め
が
か
か
っ
て
い
ま
せ

ん
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
本
年
4
月
か
ら
新

た
に
「
過
疎
地
域
の
持
続
的
発
展
の
支

援
に
関
す
る
特
別
措
置
法
」
が
施
行
さ

れ
、
近
年
の
見
ら
れ
る
よ
う
な
移
住
の

増
加
、
情
報
通
信
技
術
を
利
用
し
た
働

き
方
へ
の
取
り
組
み
な
ど
、
過
疎
地
域

の
課
題
解
決
に
資
す
る
動
き
を
加
速
さ

せ
て
い
く
こ
と
が
国
会
で
可
決
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
を
受
け
、
神
山
町
と
し
て

も
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
か
ら
必
要
な

対
策
を
講
じ
る
計
画
を
立
て
ま
し
た
。

計
画
期
間
は
令
和
7
年
度
ま
で
の
5
年

間
。

■�

神
山
ま
る
ご
と
高
専
（
仮
称
）
に
つ

い
て

　
ふ
る
さ
と
納
税
及
び
補
助
金
に
つ
い

て
、
大
埜
地
新
校
舎
建
設
予
定
地
の
設

計
に
つ
い
て
、
及
び
神
山
ま
る
ご
と
高

専
設
立
準
備
財
団
と
の
協
定
（
案
）
に

つ
い
て
の
3
点
に
つ
い
て
報
告
を
し
ま

し
た
。

　
ま
た
、
神
山
ま
る
ご
と
高
専
設
立
準

備
財
団
か
ら
、神
山
ま
る
ご
と
高
専（
仮

称
）
設
立
の
進
捗
に
つ
い
て
、
文
部
科

学
省
認
可
申
請
に
関
す
る
準
備
状
況
、

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
、
及
び
キ
ャ
ン
パ
ス
計

画
に
つ
い
て
の
4
点
が
報
告
さ
れ
ま
し

た
。

神
山
町
議
会

9 

月 

定 

例 

会

�

15
議
案
を
可
決

9 令和 3年11月15日発行



地方公共団体の財政の健全化に関する法律（平成19年法律第94号）の規定により、次のとおり公表します。
〈比率の説明〉
◯実質赤字比率 	  一般会計等の実質赤字の標準財政規模に対する比率
◯連結実質赤字比率 	  全ての会計の実質赤字の標準財政規模に対する比率
◯実質公債費比率 	  �一般会計などにおける地方債の償還や公営企業が借り入れた地方債の償還

に対する一般会計からの繰出金などの標準財政規模に対する比率
◯将来負担比率 	  �第三セクターなども含め、一般会計等が将来負担すべき実質的な債務の標

準財政規模に対する比率

（単位：％）

実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率

神山町の比率 －－－ －－－ 2.5 －－－

早期健全化基準 15.0 20.0 25.0 350.0
注：実質赤字額又は連結実質赤字額がない場合及び実質公債費比率又は将来負担比率が算定されない場合「－」の記載となる。
注：4つの比率のうち1つでも「早期健全化基準」（黄信号）に達すると財政健全化計画を策定しなければならない。

　　　　　　　　　　　　　（令和 3年神山町公表第47号）� （単位：千円）

特別会計の名称 資金不足比率 事業の規模

神山町簡易水道事業特別会計 －－－ 103,349千円
注：資金不足額（赤字額）がない場合「－」の記載となる。
注：健全化法施行令17条第 3号の規定により事業の規模を算定

令和
2年度

決算に基づく健全化判断比率
および資金不足比率について

健全化判断比率
（4つの比率）

（令和3年神山町公表第46号）

資金不足比率

町
財
政
状
況

令
和
2
年
度
決
算
の
状
況
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
神
山
町
公
表
第
49
号
）

特別会計決算 ( 単位：千円 )　
区　　　分 歳　　　　入 歳　　　　出 差　　　　引

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 837,046 831,077 5,969
簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計 172,963 165,646 7,317
介 護 保 険 特 別 会 計 1,064,848 1,042,852 21,996
後期高齢者医療特別会計 131,654 131,320 334

歳　入

町税
454,442千円
6.9%

町税
454,442千円
6.9%

依存財源
4,868,460千円

73.8%

依存財源
4,868,460千円

73.8%

自主財源
1,726,105千円

26.2%

自主財源
1,726,105千円

26.2%

諸収入
70,022千円　1.1%
諸収入
70,022千円　1.1%

地方交付税　2,422,781千円　36.7%地方交付税　2,422,781千円　36.7%

6,594,565千円6,594,565千円

分担金・負担金
29,156千円　0.4%
分担金・負担金
29,156千円　0.4%

使用料・手数料
41,712千円
0.6%

使用料・手数料
41,712千円
0.6%

町債
770,700千円
11.7%

町債
770,700千円
11.7%

県支出金
442,961千円
6.7%

県支出金
442,961千円
6.7%

国庫支出金
971,484千円
14.7%

国庫支出金
971,484千円
14.7%

その他
838,117千円
12.8%

その他
838,117千円
12.8%

地方譲与税
125,560千円　1.9%
地方譲与税
125,560千円　1.9%

その他　134,974千円　2.1%その他　134,974千円　2.1%
繰越金
292,656千円　4.4%
繰越金
292,656千円　4.4%

農林水産業費
461,095千円
7.4%

農林水産業費
461,095千円
7.4%

民生費
1,051,749千円

16.9%

民生費
1,051,749千円

16.9%

衛生費
243,575千円
3.9%

衛生費
243,575千円
3.9%

教育費
971,333千円
15.6%

教育費
971,333千円
15.6%

公債費
408,765千円
6.6%

公債費
408,765千円
6.6%

総務費
2,053,705千円

33.1%

総務費
2,053,705千円

33.1%

土木費
550,482千円
8.9%

土木費
550,482千円
8.9%

消防費
226,253千円
3.6%

消防費
226,253千円
3.6%

商工費　91,143千円　1.5%商工費　91,143千円　1.5%
議会費
45,707千円　0.7%
議会費
45,707千円　0.7%

災害復旧費　110,497千円　1.8%災害復旧費　110,497千円　1.8%

歳　出
6,214,303千円6,214,303千円

歳　入 歳　出

町民１人あたりの町税負担額� 87,849円
自主財源� 26.2%
依存財源� 73.8%

町民１人あたりに使ったお金� 1,201,296円
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（令和 3年神山町公表第48号）
　神山町財政状況の公表に関する条例の規定により、令和 3年度上半期の財政の状況を公表します。

令和 3年10月７日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　神山町長　後　藤　正　和

➊　予算執行状況� （単位：千円）

区分
会計別

予算額
歳　　　　　　　入 歳　　　　　　　出
収入済額 収 入 率 支出済額 支出済率

一 般 会 計 7,781,479 3,800,658 48.8 2,894,311 37.2
国民健康保険特別会計 793,555 311,501 39.3 259,713 32.7
簡易水道事業特別会計 260,450 118,546 45.5 104,417 40.1
介 護 保 険 特 別 会 計 1,045,808 571,226 54.6 422,662 40.4
後期高齢者医療特別会計 125,350 67,444 53.8 24,231 19.3

合　　　　計 10,006,642 4,869,375 48.7 3,705,334 37.0

2　地方債現在高
　令和3年9月30日現在の事業別現在高及び令和3年度上半期の元利償還金は次のとおりです。

（単位：千円）

事　　業　　名 借入現在高
元　利　償　還　金

元　　金 利　　子
公 共 事 業 等 債 15,053 647 16
一 般 単 独 事 業 債 86,427 2,187 37
義務教育施設整備事業債 7,628 1,470 91
災 害 復 旧 事 業 債 256,089 22,271 123
過 疎 対 策 事 業 債 2,728,739 98,608 1,471
財 源 対 策 債 2,316 25 2
緊 急防災・減災事業債 7,208 1,085 7
辺 地 対 策 事 業 債 161,063 6,302 49
臨 時 財 政 対 策 債 748,753 75,810 862
減 収 補 て ん 債 4,100 0 0
一 般 会 計 分 計 4,017,376 208,405 2,658
特 別 会 計 分 611,946 23,680 3,959
合 　 　 　 　 計 4,629,322 232,085 6,617

3　一時借入金 �  0 千円
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•••••••••••••••••••••••••••••••••••
•　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　•
•••••••••••••••••••••••••••••••••••

令和 2年度　神山町人事行政の運営等の状況
　神山町人事行政の運営等の状況の公表に関する条例に基づき､ 次のとおり職員の任用､ 給与､ 服務、勤
務条件等の人事行政の運営状況について公表します｡

2 ．職員の給料の状況
　⑴　 1人当たりの支給額（R2.4.1）

　
⑵　初任給基準（R2.4.1）

区　分 平均給料月額 平均年齢 区　分 大学卒 短大卒 高校卒
一 般 行 政 職 304,300円 41.3歳 一 般 行 政 職 182,200円 163,100円 150,600円
技 能 労 務 職 293,500円 56.5歳 技 能 労 務 職 － － 146,100円

　⑶　手当の状況（R2.4.1現在）
手
当 内容及び支給額

扶
　
養

配偶者� 月額  6,500円
配偶者以外の扶養親族
　扶養親族　子　　　1人� 月額10,000円
　　　　　　父母等　1人� 月額  6,500円
16歳～22歳までの子� 5,000円加算

住
　
居

･ 借家・間借居住
　月額27,000円以下の家賃
　　�家賃月額から16,000円を控除した額
　月額27,000円を超える家賃
　　�家賃月額から27,000円を控除した額の 2分の 1（その控除し
た額の 2分の 1が17,000円を超えるときは、17,000円）に
11,000 円を加算した額（最高 27,000 円）

通
　
勤

通勤距離（片道）２㎞以上の職員に支給
　自動車等使用の場合
　　通勤距離に応じて、月額2,000円から24,400円

時
間
外
勤
務

正規の勤務時間を超えて勤務する職員
･勤務日における時間外
　　�１時間当たり給料額×時間数×1.25（22時から翌5時までは1.50）
･ 上記以外の勤務における時間外
　　�１時間当たり給料額×時間数×1.35（22時から翌朝5時までは1.60）

休
日
勤
務

祝日及び年末年始の休日に勤務する職員
　１時間当たり給料額×時間数×1.35（22時から翌朝5時までは1.60）

　　
手
当 内容及び支給額
夜
間
勤
務

正規の勤務時間として22時から翌朝 5時までの間勤務が割り振られた職員
１時間当たり給料額×時間数×0.25

管
理
職
手
当

管理又は監督の地位にある職員
　参事（1種）　69,700円
　総務課長（2種）　53,300円
総務課長以外の課長・議会事務局長・教育委員会教育次長、農業
委員会事務局長・出納室長（3種）　41,000円
保育所長（4種）　31,100円
支所長・総務課長補佐等（5種）　23,300円

期
　
　
末

基準日（6月 1日、12月 1日）に在職する職員（6月期､12月期とも）
期末手当基礎額×1.275×期間率×役職加算率
＊期末手当基礎額=給料＋扶養手当
＊役職加算率‥3級以上の職に応じ1.05～1.15

勤
　
　
勉

基準日（6月 1日、12月 1日）に在職する職員（6月期､12月期とも）
勤勉手当基礎額×0.95×期間率×役職加算率
　＊勤勉手当基礎額‥給料月額
　＊役職加算率‥3級以上の職に応じ 1.05 ～ 1.15

特
殊
勤
務

防疫特殊勤務手当　　　　　１日　　1,000円以内
死体処置特殊勤務手当　　　１件　　5,000円以内
水道特殊勤務手当　　　　　日額　　200円
環境センター特殊勤務手当　日額　　250円

宿
日
直

宿日直勤務をする職員
･勤務１回につき　4,400円
･ 労働基準法第41条第 3号による行政官庁の許可に基づく日直は、許可の額

1 ．職員の任免及び職員数に関する状況　　　　　　　　　　（単位：人）
年度

区分
令和2年

4月 1日現在職員数
令和 2年度中 令和3年4月1日

採用者数
令和3年4月1日
現在職員数採用者数 退職者数

一般行政職 91（1） 3（1） 7（0） 8（2） 92（3）
技能労務職 8（4） 0（1） 1（1） 0（0） 7（3）

計 99（5） 3（2） 8（1） 8（2） 99（6）
　　＊令和 2年 4月 1日現在の職員数には令和 2年度中の採用者を含みます。
　　＊（　）の数値は再任用職員です。

▼定数条例から見た職員数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：人）
区　　　　　　分 定　数 R2.4.1職員数 R3.4.1職員数 R3と定数との比較
議会の事務部局 2 1 1 ▲1
町長の事務部局 121 86（3） 85（5） ▲36

選挙管理委員会の事務部局 1 併任 0 併任 0 ▲1
監査委員の事務部局 1 併任 0 併任 0 ▲1
教育委員会の事務部局 32 10（2） 11（1） ▲21
農業委員会の事務部局 1 2 2 1

計 158 99（5） 99（5） ▲59
（　）の数値は再任用職員です。

　　職名別職員数　　　　（単位：人）
職　　　　名 R2.4.1 R3.4.1

課 長 等 8（1） 10
課 長 補 佐 等 29 23
係 長 等 11 12（3）
主 事 27 28
技 師 1 2
所 長 等 3 3
副 所 長 2 2
主 任 保 育 士 2 0
副 主 任 保 育 士 0 2
保 育 士 8 10
主任業務員･業務員 3（2） 2（2）
主 任 工 手 ･ 工 手 2 2
運 転 手 0 0
用 務 員 2（2） 2（1）
主任調理員･調理員 1 1
主任支援・支援員 0 0
介 護 員 0 0

計 99（5） 99（6）
（　）の数値は再任用職員です。

　⑷　特別職の報酬などの状況（R2.4.1現在）
区　　分 月　　額 期 末 手 当 区　　分 月　　額 期 末 手 当
給

料

町　 長 746,000円 ・6月期
　給料月額×1.15×1.675月分
・12月期
　給料月額×1.15×1.675月分

報

酬

議　 長 284,000円 ・ 6月期
　報酬月額×1.15×1.675月分
・12月期
　報酬月額×1.15×1.675月分

副 町 長 597,000円 副 議 長 234,000円
教 育 長 541,000円 議　 員 195,000円
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3 ．職員の勤務時間その他勤務条件の状況
　⑴　勤務日及び時間
　　　・勤務日…週休日（土､ 日曜）及び休日（国民の祝休日及び12月29日から翌年 1月 3日）を除いた日
　　　・１週間の勤務時間…１週間当たり38時間45分（休憩時間を除く）｡
　　　・１日当たりの勤務時間…７時間45分
　⑵　休　暇

休　暇　の　種　類 休　　暇　　日　　数　　等

有
　
給
　
休
　
暇

年次有給休暇 1年に20日間、最高20日間の繰越適用あり
病
気
休
暇

公務上の負傷又は疾病 その療養に必要と認める期間
特定疾患治療研究事業の対象となる疾病 180日を超えない範囲内で､ その療養に必要と認める期間
上記以外の負傷又は疾病 90日を超えない範囲内で､ その療養に必要と認める期間

特
別
休
暇

風水震火災等による職員の現住居の滅失又は破壊 1週間を超えない範囲内でその都度必要と認める期間
証人等として官公署の呼出しに応ずる場合 その都度必要と認める期間
骨髄移植提供のため検査、入院等を行うとき その都度必要と認める期間
通信教育における面接授業を受ける場合 1年につき20日の範囲内で､ その都度必要と認める期間
婚姻の場合 7日の範囲内で､ その都度必要と認める期間
職員の分べん 産前8週間目に当たる日から産後8週間目（多胎妊娠14週）に当たる日までの期間において､ あらかじめ必要と認める期間
生理休暇 3日を超えない範囲内で､ その都度必要と認める期間
職員が生後 1年に達しない子を保育する場合 1日 2回､ 1回30分
中学校就学前の子の看護 勤務しないことが相当と認められた場合に､1年において､5日の範囲内の期間。休暇の単位は、1日又は1時間。
職員が妻の分べんに伴い勤務しないこと
が相当であると認められる場合

職員の妻の分べんに係る入院等の日から当該分べんの日後2週間目に当たる日までの期間にお
ける 2日の範囲の期間。休暇の単位は、1日又は 1時間。

職員の妻が分べんする場合であって当該分べんに
係る子又は小学校修学の始期に達するまでの子（妻
の子を含む｡）を養育する職員が、これらの子のた
め勤務しないことが相当であると認められる場合

妻の分べん予定日の 6週間（多胎妊娠の場合にあっては､ 14週間）前の日から当該分べん日
後の 8週間を経過する日までの期間において、当該機関内における 5日の範囲内の期間。休
暇の単位は、1日又は 1時間。

忌引 血族、姻族の死亡。死亡者により 1～10日の範囲内で必要と認める期間
夏季休暇 7月から9月までの期間において、その都度必要と認める日又は半日。ただし、1年につき5日を超えることはできない。
リフレッシュ休暇 新たに職員として採用された日から起算して10年､ 20年､ 30年又は40年に達する日の属する年において、連続する5日の範囲内の期間
地震等の被災地で社会貢献活動を行う場合 5日の範囲内の期間

無給休暇 介護休暇 介護を必要とする一の継続する状態ごとに､ 連続する6月の期間の範囲内において必要と認められる期間
（R2年 1月～ R2年12月）
年次有給休暇取得実績

対象（一般職） 取得総日数 平均取得日数
73人 ( 新採 ･休職者等を除く。) 600.1日 8.4日

　⑶　休　業
休業の種類 内　容
育児休業 満 3歳に満たない子を養育するために、職務に従事しないことを認める制度（無給）

部分休業 小学校就学の始期に達するまでの子を養育するために､ 1日の勤務時間の始め､ または終わりにおいて30分を単位とし
て 2時間を限度に職務に従事しないことを認める制度（無給）

6 ．職員の福祉等の状況
　⑴　共同互助会制度の状況（特別職を含む）（R2年度） 　⑵　健康診断事業の状況（R2年度）

会員数
会員数 互　助　会　名 区　分 受診者数
105人 財団法人　徳島県市町村職員互助会 人間ドック 60人

財　源
年　度　 会員掛金（A）（会員個支出分） 町村補助（B）（公費支出分） 比率（A）:（B） 脳ドック 12人

H31年度決算額 1,245,000円 1,245,000円 1：1 定期健康診断 24人
R2年度予算額 1,239,000円 1,239,000円 1：1

事業内容

給付事業
医療費補助金・入院差額料・入院見舞金・結婚祝金・出産祝金・入学祝・
永年会員祝金・死亡慶弔金・災害見舞金・育児休業給付金・介護休業給
付金・退職餞別金

厚生事業 銀婚祝品・ライフプランセミナー・退職記念品・親子スキー教室・夏期
保養施設・文化教養講座・子育て支援

助成事業 人間ドック及び脳ドック助成・在宅介護助成・保養所利用助成・遺児奨
学助成・公的資格助成・旅行費用助成

4 ．職員の分限及び懲戒処分等（R2年度）
処　分　内　容 処分者数

分 限 処 分

免 職 0人
降 任 0人
休 職 0人
降 給 0人

失 職 0人

懲 戒 処 分

免 職 0人
停 職 0人
減 給 3人
戒 告 0人

 訓 告・ 厳 重 注 意 等 1人

5 ．職員研修の状況（R2年度）
研　修　区　分 研　修　名　等 人　数

自 治 研 修 セ ン タ ー 等 研 修

課 長 級 研 修 1人
課 長 補 佐 級 研 修 1人
係 長 研 修 3人
職 員 Ⅱ 研 修（ ８ 年 目 ） 2人
職 員 Ⅰ 研 修（ ４ 年 目 ） 7人
新 人 職 員 研 修 3人
そ の 他 研 修　10 研 修 29人

職 場 研 修 新 規 採 用 職 員 研 修 3人

13 令和 3年11月15日発行
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年
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月
）
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健
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祉
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や
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又
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す
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。
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①
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付
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付
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役場からの
　おしらせ

あゆちゃん

購入した備品により環境維持
の活動を行います。
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れ
、
時
間
額
8
2
4
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

最
低
賃
金
に
関
す
る
お
問
い
合
わ

せ
は
、
徳
島
労
働
局
労
働
基
準
部
賃

金
室
（
T
E
L 

0
8
8

－
6
5
2

－

9
1
6
5
）
ま
で
。

　

最
低
賃
金
の
改
正
に
伴
う
労
働
面
、

経
営
面
の
ご
相
談
や
業
務
改
善
助
成

金
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、
徳

島
働
き
方
改
革
推
進
支
援
セ
ン
タ
ー

（
T
E
L 
0
1
2
0

－

9
6
7

－

9
5
1
）
ま
で

神山中学校建設工事の進捗状況について神山中学校建設工事の進捗状況について
（令和3年10月中旬現在）

　工事開始より半年が経過し、現在、新校舎 1階、2階の躯体工事を終え、3階の躯体工事に
取りかかっています。10月下旬にはコンクリート打設を行い、躯体上棟となります。これで地
上約14ｍの校舎棟の躯体形状が完成となります。
　また、1階では 9月下旬より仕上工事の施工中で、外部廻りのサッシが取付けられ、内部で
は木工事、設備工事が行われています。11月初旬には、2階仕上工事に着手する予定です。外
壁に関しては、1階玄関廻りの壁タイル貼りの準備工事を行っています。
　来年 4月の開校に向け、工事は予定どおり順調に進んでおります。

� （神領小学校より撮影） � （町民体育館より撮影）

　次号は、平成
31～令和 3 年生
まれで1月・2月
が誕生日の子（町
内に住所を有す
ること）を募集
します。
　掲載を希望す

る方は、役場広報編集委員会まで写真を送付
してください。締切は12月15日です。
※�掲載回数は 1回までです。複数回の掲載は
できませんのでご了承ください。

15 令和 3年11月15日発行



「
第
「
第
7373
回
人
権
週
間
」

回
人
権
週
間
」

��

1212
月月
44
日
～
日
～
1212
月月
1010
日日

～
「
誰
か
」
の
こ
と　

じ
ゃ
な
い
～

　
法
務
省
及
び
全
国
人
権
擁
護
委
員
連

合
会
は
、
国
連
で
世
界
人
権
宣
言
が
採

択
さ
れ
た
日
で
あ
る
12
月
10
日
を
世
界

人
権
デ
ー
と
定
め
、
毎
年
12
月
4
日
か

ら
12
月
10
日
ま
で
を
「
人
権
週
間
」
と

し
て
い
ま
す
。

　
人
権
週
間
を
機
会
に
、家
庭
、学
校
、

職
場
、
地
域
な
ど
様
々
な
場
面
で
、
お

互
い
を
尊
重
し
、
人
権
に
対
す
る
意
識

を
高
め
ま
し
ょ
う
。

＝
人
権
擁
護
委
員
を
ご
存
知
で
す
か
？
＝

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
法
務
大
臣
に
委

嘱
さ
れ
た
民
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。

　
毎
月
役
場
で
開
設
す
る
相
談
所
で
相

談
に
あ
た
る
ほ
か
、
人
権
啓
発
活
動
、

救
済
活
動（
人
権
侵
犯
事
案
へ
の
対
応
）

を
行
っ
て
い
ま
す
。
人
権
問
題
で
お
困

り
の
方
は
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
秘
密
は
厳
守
い
た
し
ま
す
。

【
神
山
町
の
人
権
相
談
所
】

開
催
日
時

毎
月
11
日
（
休
日
は
翌
日
）

午
後
1
時
～
午
後
4
時

場　
　
所

神
山
町
役
場
　
2
階

図
書
室

【全国共通・専用電話相談】
■受付時間：平日　午前 8時30分～午後 5時15分
■�おかけになった場所の最寄りの法務局につながります。

みんなの人権110番 0570－003－110 人権についての相談

子どもの人権110番 0120－007－110
（通話料無料）

学校でのいじめや体
罰、虐待など子どもに
関する相談

女性の人権ホットライン 0570－070－810
職場でのセクハラ、家
庭内暴力など女性に関
する相談

1111
月
は『
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
』

月
は『
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
』

で
す
で
す令

和
3
年
度
「
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
」

最
優
秀
標
語

1
8
9
（
い
ち
は
や
く
）

　
「
だ
れ
か
」
じ
ゃ
な
く
て

�

「
あ
な
た
」
か
ら　

　
児
童
虐
待
に
関
す
る
相
談
対
応
件
数

は
依
然
と
し
て
増
加
傾
向
に
あ
り
、
特

に
子
ど
も
の
生
命
が
奪
わ
れ
る
な
ど
の

重
大
な
事
件
が
後
を
絶
た
ず
、
児
童
虐

待
は
社
会
全
体
で
解
決
す
べ
き
重
要
な

問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
厚
生
労
働
省

は
、
平
成
16
年
度
か
ら
児
童
虐
待
防
止

法
が
施
行
さ
れ
た
11
月
を
「
児
童
虐
待

防
止
推
進
月
間
」
と
定
め
、
日
本
各
地

で
児
童
虐
待
問
題
に
対
す
る
意
識
を
高

め
、
児
童
虐
待
の
防
止
に
つ
な
げ
る
た

め
の
広
報
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
児
童
虐
待
と
は
・
・
・

・�

身
体
的
虐
待
：
殴
る
、
蹴
る
、
投
げ

落
と
す
、
激
し
く
揺
さ
ぶ
る
、
や
け

ど
を
負
わ
せ
る
、
溺
れ
さ
せ
る
、
首

を
絞
め
る
、
縄
な
ど
に
よ
り
一
室
に

拘
束
す
る　
な
ど

・�
性
的
虐
待：子
ど
も
へ
の
性
的
行
為
、

性
的
行
為
を
見
せ
る
、
ポ
ル
ノ
グ
ラ

フ
ィ
の
被
写
体
に
す
る　
な
ど

・�

ネ
グ
レ
ク
ト
：
家
に
閉
じ
込
め
る
、

食
事
を
与
え
な
い
、
ひ
ど
く
不
潔
に

す
る
、
自
動
車
の
中
に
放
置
す
る
、

重
い
病
気
に
な
っ
て
も
病
院
に
連
れ

て
行
か
な
い　
な
ど

・�

心
理
的
虐
待
：
言
葉
に
よ
る
脅
し
、

無
視
、
き
ょ
う
だ
い
間
で
の
差
別
的

扱
い
、
子
ど
も
の
目
の
前
で
家
族
に

対
し
て
暴
力
を
ふ
る
う　
な
ど

　

子
ど
も
を
虐
待
か
ら
守
る
た
め
に

は
、
早
期
連
絡
・
通
報
が
最
善
の
も
の

と
な
っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
の
虐
待
に

関
し
て
少
し
で
も
気
に
な
る
事
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
ど
う
か
役
場
健
康
福
祉
課

や
、
東
部
保
健
福
祉
局
及
び
中
央
こ
ど

も
女
性
相
談
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
児
童
相
談
所
虐
待
対
応
ダ
イ

ア
ル
【
1
8
9
】
も
お
近
く
の
児
童
相

談
所
に
つ
な
が
り
ま
す
の
で
、
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。（
24
時
間
3
6
5
日
通
話

料
無
料
）

★
連
絡
先

　
徳
島
県
東
部
保
健
福
祉
局

　
T
E
L 

6
2
6

－

8
7
1
6

　
徳
島
県
中
央
こ
ど
も
女
性
相
談
セ
ン
タ
ー

　
T
E
L 

6
2
2

－

2
2
0
5

　
神
山
町
役
場
健
康
福
祉
課

　
T
E
L 

6
7
6

－

1
1
1
4

　
（
I
P
2
0
0
4
）

浄
化
槽
の
水
質
検
査
方
式
の
追
加
に

浄
化
槽
の
水
質
検
査
方
式
の
追
加
に

つ
い
て

つ
い
て

　
こ
れ
ま
で
10
人
槽
以
下
の
合
併
処
理

浄
化
槽
を
お
使
い
の
場
合
、
県
知
事
が

指
定
し
た
検
査
機
関
の
検
査
員
に
よ
る

水
質
等
の
検
査
を
行
っ
て
き
ま
し
た

その他の
　おしらせ

かわずくん

新型コロナワクチンの接種は、任意です。新型コロナワクチンの接種は、任意です。
アレルギー等の事情で
接種できない方もおられます。
非接種者に対するワクチン
接種の強制や差別的な扱いを
することのないようお願いします。

神山町人権擁護委員

広報かみやま No.337 16



が
、
令
和
3
年
12
月
よ
り
ご
契
約
し
て

い
る
保
守
点
検
会
社
も
検
査
指
定
事
業

所
と
し
て
検
査
の
一
部
（
放
流
水
を
分

析
す
る
た
め
の
水
の
採
取
な
ど
）
代
行

が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　
ご
加
入
い
た
だ
い
て
い
ま
す
設
置
者

の
方
に
は
、
契
約
内
容
を
含
め
、
こ
れ

ま
で
と
変
わ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

水
質
検
査
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、

　
公
益
社
団
法
人 

徳
島
県
環
境
技
術
セ
ン
タ
ー

　
（
徳
島
市
津
田
海
岸
町
2
番
33
号
）

　
T
e
l 

0
8
8

－

6
3
6

－

1
2
3
4

　
F
a
x 

0
8
8

－

6
3
6

－

1
1
2
2

�

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

四
国
電
気
保
安
協
会
か
ら
お
し
ら
せ

四
国
電
気
保
安
協
会
か
ら
お
し
ら
せ

電
気
は
正
し
く
安
全
に

　
ア
イ
ロ
ン
や
ド
ラ
イ
ヤ
ー
、
電
気
ス

ト
ー
ブ
な
ど

は
ス
イ
ッ
チ

を
切
り
忘
れ

る
と
火
災
の

原
因
と
な
る

お
そ
れ
が

あ
り
ま
す
。

使
っ
た
あ
と

は
、
必
ず
プ

ラ
グ
を
抜
く

習
慣
を
つ
け

ま
し
ょ
う
。

電
気
安
全
の
ご
相
談
は
、
お
気
軽
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

　
一
般
財
団
法
人
四
国
電
気
保
安
協
会 

徳
島
支
部

　
T
e
l 

0
8
8

－

6
3
1

－

2
3
3
3

徳
島
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

徳
島
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

消
費
税
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

�

説
明
会
に
つ
い
て

　

説
明
会
は
事
前
予
約
制
で
す
の
で
、

お
電
話
に
よ
る
申
込
が
必
要
で
す
。

開
催
日

　
令
和
3
年
11
月
26
日
（
金
）

　
令
和
3
年
12
月
6
日
（
月
）

　
詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
先
に
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
先

　
〒
7
7
0

－

0
8
4
7

　
徳
島
市
幸
町
三
丁
目
54
番
地

　
徳
島
税
務
署　
総
務
課

　
電
話
0
8
8

－
6
2
2

－

4
1
3
1

　

電
話
に
よ
る
お
問
い
合
わ
せ
等
は
、

自
動
音
声
案
内
に
よ
り
案
内
し
て
い
ま

す
の
で
、「
2
」
を
選
択
（
プ
ッ
シ
ュ

又
は
ダ
イ
ヤ
ル
）
し
て
く
だ
さ
い
。

駐
在
所
だ
よ
り

17 令和 3年11月15日発行



消防署だより

119 火災の予防について火災の予防について
（どうして季節が変わると火災が増えるのか？）
１．乾燥する気象条件。
　�　空気が乾燥すると空気中の水分量と同様、建物や家具などに蓄えられる水分量も少なくなりま
す。
　�　水分を多く含むものよりも乾燥しているものの方が燃えやすいのはご存じのとおり。
　�　ちょっとした火の気が大きな火事に繋がりやすくなるのです。
２�．寒くなるにつれストーブなど暖房器具を使う機会が増えますが、暖房器具の消し忘れや間違っ
た使い方などから火災が発生するためです。

（火災を防ぐためのポイント）
１．放火対策をする
　�　ゴミは指定された当日の朝に出すなど、家のまわりに燃えやすい物を置かないように。車庫、
物置などの戸締まりも忘れずに。
２．コンロから離れない
　�　火がついている物から離れるときは必ず消すこと。コンロのまわりに燃えやすい物は置かない。
着衣への着火にも十分注意を。
３．寝タバコ、ポイ捨ては厳禁
　�　灰皿には水を入れておき、吸殻を捨てるときは必ず水にさらすように。火のついたタバコは放
置せず、必ず消火の確認を。
４．風が強い日にたき火はしない
　�　風の強い日や空気が乾燥しているところでのたき火は危険。必ず水を用意して、たき火の後は
完全に消火したことを確認しよう。
５．ストーブまわりを整理
　�　衣類やふとん、カーテンなど、ストーブのまわりに燃える物を近づけないように。近くで洗濯
物を干すのも厳禁。給油は完全に火を消してから行う。
６．配線まわりはきれいに
　�　コードの上に物を載せたり、コードをまとめたり、たこ足配線をしないこと。コンセントまわ
りは定期的に。
７．マッチやライターで遊ばせない
　�　子どもには火の正しい使い方、恐ろしさを教え、子どもの手の届くところにライターやマッチ
は置かないように。また、日差しの強いところでの放置に注意。

秋から冬にかけては空気が乾燥し、火災が発生しやすい気象条件となります。
今まで以上に火災予防に気を付けて安全に過ごしましょう。

神山消防署への連絡は
・固定電話　（088）676－1199　・IP　2119　・ＦＡＸ　（088）676－1390

広報かみやま No.337 18



詳しくは徳島北年金事務所　電話 088－655－0200
または住民課年金係　電話 088－676－1113（IP2003）までお問い合わせください。

国国 民民 年年 金金 だだ よよ りり

　国民年金保険料は所得税法及び地方税法上、健康保険や厚生年金などの社会保険料を納めた
場合と同様に、社会保険料控除としてその年の課税所得から控除され、税額が軽減されます。
　控除の対象となるのは、令和3年1月から令和3年12月までに納められた保険料の全額です。
過去の年度分や追納された保険料も含まれます。
　また、ご自身の保険料だけではなく、ご家族（配偶者やお子様等）の負担すべき国民年金保
険料を支払っている場合、その保険料も合わせて控除が受けられます。
　なお、令和 3年 1月から令和 3年中に納付した国民年金保険料について、社会保険料控除
を受けるためには、年末調整や確定申告を行うときに、領収証書など保険料を支払ったことを
証明する書類の添付が必要となります。
　このため、令和 3年 1月 1日から令和 3年 9月30日までの間に国民年金保険料を納付さ
れた方には、11月上旬に日本年金機構から「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」が
送られますので、申告書の提出の際には必ずこの証明書または領収証書を添付してください。
（9月下旬から10月上旬にかけてコンビニエンスストアで国民年金保険料を納付された一部の
方は、11月中旬頃送られる予定です。）
　また令和 3年 10月1日から令和 3年12月31日までの間に、今年はじめて国民年金保険料
を納められた方へは、翌年の 2月上旬に送られる予定です。
　税法上とても有利な国民年金は、老後はもちろん不慮の事故など万一のときにも心強い味方
となる制度です。保険料は納め忘れがないかご確認ください。

納めた国民年金保険料は全額が社会保険料控除の対象です！

「11（いい）月30（みらい）日は「年金の日」です！！」
年金記録や将来の年金見込額を確認し、未来の生活設計について考えてみませんか。
　「ねんきんネット」をご利用いただくと、いつでもご自身の年金記録を確認できるほか、将
来の年金見込額について、ご自身の年金記録を基に様々な条件を設定した上で、試算をするこ
ともできます。
　「ねんきんネット」については、日本年金機構のホームページでご確認いただくか、徳島北
年金事務所にお問い合わせください。

11月30日は「年金の日」です

19 令和 3年11月15日発行



健康づくりシリーズ○134

あなたの肺は大丈夫ですか？

11月17日（水）は「世界COPDデー」です

「肺」の働きは…
　私たちの呼吸では酸素を「肺」に取り入れ、血液を介して全身に送り
ます。また血液中から送られた二酸化炭素と酸素の交換を「肺」で行っ
ており、生きていく上で大切な臓器です。

　毎年11月の第 3水曜日は「世界COPDデー」です。
　COPD（慢性閉塞性肺疾患）とは、主に「喫煙」が原因で肺の働きが低下す
る病気で、慢性の咳や喀痰、労作時の呼吸困難が特徴です。徳島県では令和元
年にCOPD死亡率が全国ワースト 3位となっています。

　一度COPDになった肺は、肺の細胞が壊れ、肺の機能が低下し、完全には元の状態に戻りません。
早期発見、早期治療が予防と改善の鍵です。気になった方は医療機関にご相談ください。

お問い合わせ・健康に関するご相談は
神山町健康福祉課予防係　電話 088－676－1114　IP 2004

↑詳しくはこちら
（徳島県ホームページ）

マイナンバーカードを健康づくりに活用しよう

・�令和 2年度以降の特定健診情報の閲覧ができます。
・�薬剤情報・医療費情報の閲覧ができます。
・�同意をすれば令和 2年度以降の特定健診情報や薬剤情報が医
療機関・薬局で共有できます。
※�利用するにはマイナンバーカードの健康保険証利用申込み、マイナポータルの利用者登録が必要
です。
　詳しくは、厚生労働省ホームページ、マイナポータルサイトをご覧ください。

お問い合わせは　神山町税務保険課　電話 088－676－1115　IP2005

マイナポータルで、特定健診情報等の閲覧が可能に！

マイナポータルとは……
政府が運営する、あなた自身の
情報が確認できる自分専用の
ポータルサイトです。
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介護予防シリーズ○76

お問い合わせ：地域包括支援センター　　　電話：676－1185（IP 2031）

○● 65歳以上の方へ ●○
　高齢期の健康づくりは、これまでの生活習慣病の予防に加えて、生活機能の低下を防ぐために介
護予防の取り組みが必要となってきます。
　次の「基本チェックリスト」を使ってあなたの生活や健康状態をチェックしてみてください。

№ 質　問　項　目 回　答 点数

A

1 バスや電車で 1人で外出していますか はい 0点 いいえ 1点 A

/5

2 日用品の買物をしていますか はい 0点 いいえ 1点
3 預貯金の出し入れをしていますか はい 0点 いいえ 1点
4 友人の家を訪ねていますか はい 0点 いいえ 1点
5 家族や友人の相談にのっていますか はい 0点 いいえ 1点

B

6 階段を手すりや壁をつたわらずに昇っていますか はい 0点 いいえ 1点 B

/5

7 椅子に座った状態から何もつかまらずに立ち上がっていますか はい 0点 いいえ 1点
8 15分位続けて歩いていますか はい 0点 いいえ 1点
9 この 1年間に転んだことがありますか はい 1点 いいえ 0点
10 転倒に対する不安は大きいですか はい 1点 いいえ 0点

C

11 6 ヶ月間で 2～ 3 kg以上の体重減少がありましたか はい 1点 いいえ 0点 C

/2
12

BMI（肥満度）が18.5未満ですか
⇒ BMIの求め方は、体重（kg）÷身長（ｍ）÷身長（ｍ）
※身長はcm（センチ）ではなく、ｍ（メートル）を使います

はい 1点 いいえ 0点

D
13 半年前に比べて固いものが食べにくくなりましたか はい 1点 いいえ 0点 D

/3
14 お茶や汁物等でむせることがありますか はい 1点 いいえ 0点
15 口の渇きが気になりますか はい 1点 いいえ 0点

E
16 週に 1回以上は外出していますか はい 0点 いいえ 1点 E

/217 昨年と比べて外出の回数が減っていますか はい 1点 いいえ 0点

F
18 周りの人から「いつも同じ事を聞く」などの物忘れがあると

言われますか はい 1点 いいえ 0点 F

/3
19 自分で電話番号を調べて、電話をかけることをしていますか はい 0点 いいえ 1点
20 今日が何月何日かわからない時がありますか はい 1点 いいえ 0点

G

21 （ここ 2週間）毎日の生活に充実感がない はい 1点 いいえ 0点 G

/5

22 （ここ 2週間）これまで楽しんでやれていたことが楽しめなくなった はい 1点 いいえ 0点

23 （ここ 2週間）以前は楽にできていたことが今ではおっくうに感じられる はい 1点 いいえ 0点

24 （ここ 2週間）自分が役に立つ人間だと思えない はい 1点 いいえ 0点
25 （ここ 2週間）わけもなく疲れたような感じがする はい 1点 いいえ 0点

「基本チェックリスト」の結果、①～⑦のいずれかに
該当する方は、生活機能等の低下のおそれがあります。
「基本チェックリスト」のいずれかに該当し、希望され
る方には、介護予防の取り組みについてのご紹介をさ
せていただきますので、地域包括支援センターまでお
問い合わせください。

①Ａ～Ｆの合計が10点以上
②Ｂの合計が　　 3 点以上
③Ｃの合計が　　 2 点
④Ｄの合計が　　 2 点以上

⑤Ｅの16がいいえ
⑥Ｆの合計が　　 1 点以上
⑦Ｇの合計が　　 2 点以上

21 令和 3年11月15日発行



　
7
月
中
旬
、
川
又
地
区
の
路
側
帯
が

地
域
の
方
た
ち
の
お
か
げ
で
明
る
い
花

壇
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
！

　
植
え
て
頂
い
た
花
の
苗
は
、
城
西
高

等
学
校 

神
山
校
の
高
校
生
が
育
て
た

マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
、
ホ
ウ
キ
ソ
ウ
、
コ

リ
ウ
ス
の
３
種
類
で
す
。
暑
い
中
で
の

作
業
で
し
た
が
、
皆
さ
ん
慣
れ
た
手
つ

き
で
あ
っ
と
い
う
間
に
景
色
が
変
わ
り

ま
し
た
。

　
ま
た
、
9
月
中
旬
に
は
城
西
高
等
学

校 

神
山
校
の
森
林
女
子
部
が
製
作
し

た
看
板
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
！
神
山
杉

を
使
用
し
て
お

り
、
看
板
の
文

字
は
な
ん
と
手

彫
り
！
さ
ら

に
、
腐
敗
・
虫

食
い
を
防
ぐ
た

め
に
焼
き
を
入

れ
て
い
た
り
、

頑
丈
に
す
る
た

め
の
支
柱
に
は
絞
り
丸
太
を
使
用
し
た

り
と
こ
だ
わ
り
が
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。

設
置
の
日
に
は
、
様
々
な
農
具
を
駆
使

し
な
が
ら
あ
っ
と
い
う
間
に
土
を
掘
り

進
め
て
い
き
、
強
風
で
も
倒
れ
な
い
様

し
っ
か
り
と
設
置
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
近
々
、
冬
の
花
の
植
え
替
え
も
行
う

予
定
で
す
の
で
、
近
く
を
通
る
際
は
チ

ラ
ッ
と
の
ぞ
い
て
み
て
く
だ
さ
い
！

�

（
集
落
支
援
員　
浅
田
）

集
落
支
援
員
活
動
レ
ポ
ー
ト

生活支援体制整備事業の取り組みについて連載でお知らせしていきます

みんなで どなんぞ しちゃげんで！通信⑨
　高齢者の「買い物ができる場所づくり」「地域の交流」を目的として、鬼籠野地区で地域住民の皆
さんと一緒に第 2回「さいさい市」を開催しました。これまで地域を支えてきた世代だけではなく、
若い世代もたくさん参加し楽しそうな笑顔もたくさん見られました。

お問合せ 神山町地域包括支援センター（担当：東・河野）
IP：2031　TEL：088－676－1185

神山つなぐ公社（担当：田中）
IP：4700

送迎は鬼籠野輝きフォーラムの協力で行いました。 「出かける楽しみ」と地域のふれあいが生まれました。

地元有志の方々と準備の様子 自分の目で見て買える買い物を楽しみました。

出来上がった看板と製作した神山校生 文字は手彫りです。

地域の方々と植え替えをしました。
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孫
の
手
プ
ロ
ジェ
ク
ト

国
際
交
流
プ
ロ
ジェ
ク
ト

つ
ぎ
の
ペ
ー
ジ
に
つ
づ
く

　（
通
称
）
孫
プ
ロ
は
、
第
１
期
つ
な
プ
ロ
か
ら
続
く
、
城
西
高

校
神
山
校
の
生
徒
が
、
学
校
で
培
っ
た
技
術
を
生
か
し
て
、
高
齢

者
の
困
り
ご
と
を
助
け
に
行
く
と
い
う
活
動
で
す
。

　
２
０
１
６
年
か
ら
、
毎
年
２
回
の
ペ
ー
ス
で
、
夏
休
み
と
冬
休

み
の
長
期
休
暇
に
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
５
年
間
で
依
頼
件
数
は

74
件
、
参
加
し
た
生
徒
は
２
７
０
人
を
超
え
ま
し
た
。

　　
今
年
度
か
ら
は
、
長
期
休
暇
の
時
期
だ
け
で
な
く
、
毎
月
１
回

実
施
す
る
、
サ
ー
ク
ル
活
動
に
幅
を
広
げ
ま
し
た
。
内
容
は
、
依

頼
を
も
ら
う
た
め
の
営
業
、
現
場
の
下
見
、
作
業
後
の
ふ
り
か
え

り
と
多
岐
に
渡
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
以
上
に
自
分
た
ち
の
頭
や
体

を
動
か
す
生
徒
主
体
の
取
組
み
に
育
っ
て
い
ま
す
。

　　
梅
田
　
５
年
間
の
活
動
を
経
て
︑ま
ち
︑高
校
生
の
双
方
に
と
っ

て
価
値
の
あ
る
活
動
だ
と
確
信
が
で
き
ま
し
た
︒
こ
の
活
動
を
︑

よ
り
多
く
の
高
齢
者
の
方
に
届
け
た
い
と
思
い
︑
月
１
回
の
サ
ー

ク
ル
活
動
に
し
ま
し
た
︒
こ
れ
ま
で
は
︑
下
分
・
神
領
地
区
の
み

で
し
た
が
︑
徐
々
に
範
囲
を
広
げ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
︒

　
幸
い
︑
８
月
時
点
で
︑
11
月
ま
で
の
予
約
枠
が
埋
ま
り
︑
依
頼

を
も
ら
っ
て
も
受
け
ら
れ
な
い…

と
い
う
状
況
に
な
り
ま
し
た
︒

　

　
サ
ー
ク
ル
活
動
を
、
生
徒
と
一
緒
に
立
ち
上
げ
た
の
は
、
つ
な

プ
ロ
の
高
校
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
じ
、
生
徒
の
熱
量
や
変
化
を
近

く
で
見
て
き
た
公
社
の
梅
田
學
さ
ん
。
こ
の
活
動
は
、
労
働
力
の

提
供
よ
り
も
、
生
徒
が
地
域
の
人
と
触
れ
合
う
こ
と
に
重
点
を
置

い
て
い
る
と
も
話
し
ま
す
。

　
活
動
に
参
加
し
た
２
年
生 

酒
井
夢
斗
さ
ん
の
声
を
紹
介
し
ま

す
。

　　
酒
井
　
入
学
前
か
ら
孫
プ
ロ
の
こ
と
は
知
っ
て
い
て
︑
地
域
と

の
交
流
は
珍
し
い
の
で
︑
絶
対
に
入
り
た
い
！
と
思
っ
て
い
ま
し

た
︒
１
年
生
の
夏
休
み
︑
実
際
に
参
加
し
て
み
て
︑
依
頼
者
の
方

と
話
し
な
が
ら
作
業
す
る
こ
と
が
と
に
か
く
楽
し
か
っ
た
し
︑
そ

の
こ
と
で
自
分
の
夢
に
確
信
が
持
て
ま
し
た
︒
将
来
は
︑
高
齢
者

を
介
護
す
る
仕
事
に
就
き
た
い
と
考
え
て
い
て
い
ま
す
︒

感
を
使
う
体
験
活
動
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
海
外
と
の
交
流
を
行
い

ま
し
た
。
ツ
ア
ー
先
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
・
ア
メ
リ
カ
・
イ
タ
リ
ア
。

小
学
校
５
年
生
か
ら
高
校
２
年
生
ま
で
、
幅
広
い
年
齢
か
ら
参
加

が
あ
り
ま
し
た
。

　
通
訳・フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
と
し
て
、
鮎
喰
川
コ
モ
ン
の
ス
タ
ッ

フ
で
も
あ
る
松
岡
美
緒
さ
ん
に
企
画
段
階
か
ら
協
力
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
松
岡
　
ツ
ア
ー
先
を
決
め
る
上
で
重
視
し
た
の
は
︑
神
山
や
徳

島
と
関
係
の
深
い
国
で
あ
る
こ
と
︑
そ
し
て
身
体
を
動
か
す
活
動

が
で
き
る
こ
と
︒
ま
た
幅
広
い
地
域
の
文
化
や
価
値
観
に
触
れ
ら

れ
る
よ
う
︑
発
展
途
上
国
と
先
進
国
ど
ち
ら
も
含
め
る
こ
と
も
意

識
し
ま
し
た
︒

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
上
で
は﹁
美
味
し
い
﹂﹁
楽
し
い
﹂

﹁
美
し
い
﹂﹁
自
分
ら
し
い
﹂を
体
験
で
き
る
こ
と
を
意
識
し
ま
し
た
︒

私
の
パ
ー
マ
カ
ル
チ
ャ
ー
︵
循
環
す
る
暮
ら
し
の
デ
ザ
イ
ン
手
法
︶

の
先
生
が
考
案
し
た
大
切
な
４
原
則
で
も
あ
り
ま
す
︒

　
ミ
ャ
ン
マ
ー
編
で
は
、
１
日
目
に
眉
山
に
あ
る
パ
ゴ
ダ
（
ミ
ャ

ン
マ
ー
語
で
「
寺
」
を
指
す
）
を
訪
れ
、
第
二
次
世
界
大
戦
で
出

兵
し
た
方
の
ご
子
息
か
ら
パ
ゴ
ダ
建
立
の
経
緯
や
昔
の
戦
争
の
記

憶
を
聞
き
、
２
日
目
は
日
本
に
帰
化
し
て
い
る
ミ
ャ
ン
マ
ー
人
の

方
か
ら
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
暮
ら
し
や
現
在
起
き
て
い
る
ク
ー
デ

タ
ー
に
つ
い
て
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　
松
岡
　
子
ど
も
た
ち
は
﹁
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
文
化
や
歴
史
に
つ
い

て
知
り
た
い
﹂﹁
ク
ー
デ
タ
ー
で
経
済
的
影
響
を
受
け
て
い
る
山

間
地
の
民
族
に
冬
服
を
送
る
活
動
に
家
族
で
参
加
し
た
こ
と
が
あ

る
﹂﹁
自
分
達
に
何
が
で
き
る
か
考
え
た
い
﹂
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の

期
待
を
持
っ
て
参
加
し
て
い
ま
し
た
︒
ゲ
ス
ト
か
ら
は
︑
若
い
世

代
が
平
和
の
た
め
に
立
ち
上
が
っ
て
い
る
話
も
あ
り
ま
し
た
︒

　　
ア
メ
リ
カ
編
は
集
落
を
歩
き
な
が
ら
食
べ
ら
れ
る
野
草
を
集
め

て
「
み
ち
く
さ
レ
ス
ト
ラ
ン
」
を
表
現
す
る
企
画
を
予
定
し
て
い

ま
し
た
が
、
大
雨
に
よ
り
残
念
な
が
ら
２
日
目
の
み
の
実
施
に
。

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
公
立
中
学
校
で
食
を
中
心
と
し
た
授
業
を
展

開
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
ス
タ
ッ
フ
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
つ
な
ぎ
、「
食
べ

る
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
（
瞑
想
）」
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

つ
な
プ
ロ
の
窓

“
ま
ち
を
将
来
世
代
に
つ
な
ぐ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
”は
︑ど
う
進
ん
で
い
る
？

第Ⅱ期
2021~2025

　
神
山
つ
な
ぐ
公
社
の
馬
場
達
郎
で
す
。「
つ
な
プ
ロ
」

第
２
期
で
は
、
新
た
に
は
じ
ま
っ
た
取
組
み
だ
け
で
な

く
、
継
続
し
て
育
っ
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
夏
に
か
け
て
行
わ
れ
た
３
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
紹
介
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
サ
ー
ク
ル
活
動
を
通
し
て
︑
高
齢
者
の
方
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
力
を
さ
ら
に
身
に
つ
け
︑
夢
に
つ
な
げ
た
い
と
思
い
参
加

を
決
め
ま
し
た
︒
将
来
︑
神
山
に
住
み
た
い
と
思
っ
て
い
る
の
で
︑

ま
ち
の
こ
と
を
も
っ
と
知
る
た
め
に

地
域
の
人
と
話
が
で
き
る
こ
と
は

い
い
機
会
で
す
︒
人
も
い
い
し
︑

自
然
も
い
い
か
ら
︑
こ
こ
に
い
る

と
心
が
綺
麗
に
な
る
︒
ゆ
く
ゆ
く

は
︑
１
年
生
の
し
ご
と
体
験
で
お

世
話
に
な
っ
た
︑
生
涯
現
役
応
援

隊
で
働
い
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
︒

　
梅
田
　
次
は
︑
12
月
18
日
︑
19
日
に

実
施
を
予
定
し
て
い
ま
す
︒
依
頼
を

ご
希
望
さ
れ
る
方
は
︑
神
山
つ
な
ぐ

公
社
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
︒

　
お
受
け
で
き
る
か
ど
う
か
は
︑
地

区
や
仕
事
の
内
容
を
聞
い
て
か
ら
の
お

返
事
と
な
り
ま
す
︒

(

担
当 

梅
田 

：
電
話 
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０)

　
国
際
交
流
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
２
０
１
７
年
度
に
は
じ
ま
り
、
中

高
生
が
オ
ラ
ン
ダ
を
訪
問
し
、
ま
た
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
の
留
学
生
を

受
け
入
れ
て
き
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影

響
で
移
動
や
活
動
が
制
限
さ
れ
る
状
況
下
で
も
、
国
際
感
覚
を
育

む
機
会
を
子
ど
も
た
ち
に
提
供
で
き
る
よ
う
、
オ
ン
ラ
イ
ン
を
活

用
し
た
企
画
を
実
施
し
ま
し
た
。

　「
自
分
と
他
者
と
世
界
を
学
ぶ
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
は
こ
れ

ま
で
通
り
に
、「
海
外
ツ
ア
ーin Kamiyama

」
と
銘
打
っ
て
、
五

神山つなぐ公社
梅田　學
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孫
の
手
プ
ロ
ジェ
ク
ト

国
際
交
流
プ
ロ
ジェ
ク
ト

つ
ぎ
の
ペ
ー
ジ
に
つ
づ
く

　（
通
称
）
孫
プ
ロ
は
、
第
１
期
つ
な
プ
ロ
か
ら
続
く
、
城
西
高

校
神
山
校
の
生
徒
が
、
学
校
で
培
っ
た
技
術
を
生
か
し
て
、
高
齢

者
の
困
り
ご
と
を
助
け
に
行
く
と
い
う
活
動
で
す
。

　
２
０
１
６
年
か
ら
、
毎
年
２
回
の
ペ
ー
ス
で
、
夏
休
み
と
冬
休

み
の
長
期
休
暇
に
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
５
年
間
で
依
頼
件
数
は

74
件
、
参
加
し
た
生
徒
は
２
７
０
人
を
超
え
ま
し
た
。

　　
今
年
度
か
ら
は
、
長
期
休
暇
の
時
期
だ
け
で
な
く
、
毎
月
１
回

実
施
す
る
、
サ
ー
ク
ル
活
動
に
幅
を
広
げ
ま
し
た
。
内
容
は
、
依

頼
を
も
ら
う
た
め
の
営
業
、
現
場
の
下
見
、
作
業
後
の
ふ
り
か
え

り
と
多
岐
に
渡
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
以
上
に
自
分
た
ち
の
頭
や
体

を
動
か
す
生
徒
主
体
の
取
組
み
に
育
っ
て
い
ま
す
。

　　
梅
田
　
５
年
間
の
活
動
を
経
て
︑ま
ち
︑高
校
生
の
双
方
に
と
っ

て
価
値
の
あ
る
活
動
だ
と
確
信
が
で
き
ま
し
た
︒
こ
の
活
動
を
︑

よ
り
多
く
の
高
齢
者
の
方
に
届
け
た
い
と
思
い
︑
月
１
回
の
サ
ー

ク
ル
活
動
に
し
ま
し
た
︒
こ
れ
ま
で
は
︑
下
分
・
神
領
地
区
の
み

で
し
た
が
︑
徐
々
に
範
囲
を
広
げ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
︒

　
幸
い
︑
８
月
時
点
で
︑
11
月
ま
で
の
予
約
枠
が
埋
ま
り
︑
依
頼

を
も
ら
っ
て
も
受
け
ら
れ
な
い…

と
い
う
状
況
に
な
り
ま
し
た
︒

　

　
サ
ー
ク
ル
活
動
を
、
生
徒
と
一
緒
に
立
ち
上
げ
た
の
は
、
つ
な

プ
ロ
の
高
校
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
じ
、
生
徒
の
熱
量
や
変
化
を
近

く
で
見
て
き
た
公
社
の
梅
田
學
さ
ん
。
こ
の
活
動
は
、
労
働
力
の

提
供
よ
り
も
、
生
徒
が
地
域
の
人
と
触
れ
合
う
こ
と
に
重
点
を
置

い
て
い
る
と
も
話
し
ま
す
。

　
活
動
に
参
加
し
た
２
年
生 

酒
井
夢
斗
さ
ん
の
声
を
紹
介
し
ま

す
。

　　
酒
井
　
入
学
前
か
ら
孫
プ
ロ
の
こ
と
は
知
っ
て
い
て
︑
地
域
と

の
交
流
は
珍
し
い
の
で
︑
絶
対
に
入
り
た
い
！
と
思
っ
て
い
ま
し

た
︒
１
年
生
の
夏
休
み
︑
実
際
に
参
加
し
て
み
て
︑
依
頼
者
の
方

と
話
し
な
が
ら
作
業
す
る
こ
と
が
と
に
か
く
楽
し
か
っ
た
し
︑
そ

の
こ
と
で
自
分
の
夢
に
確
信
が
持
て
ま
し
た
︒
将
来
は
︑
高
齢
者

を
介
護
す
る
仕
事
に
就
き
た
い
と
考
え
て
い
て
い
ま
す
︒

感
を
使
う
体
験
活
動
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
海
外
と
の
交
流
を
行
い

ま
し
た
。
ツ
ア
ー
先
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
・
ア
メ
リ
カ
・
イ
タ
リ
ア
。

小
学
校
５
年
生
か
ら
高
校
２
年
生
ま
で
、
幅
広
い
年
齢
か
ら
参
加

が
あ
り
ま
し
た
。

　
通
訳・フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
と
し
て
、
鮎
喰
川
コ
モ
ン
の
ス
タ
ッ

フ
で
も
あ
る
松
岡
美
緒
さ
ん
に
企
画
段
階
か
ら
協
力
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
松
岡
　
ツ
ア
ー
先
を
決
め
る
上
で
重
視
し
た
の
は
︑
神
山
や
徳

島
と
関
係
の
深
い
国
で
あ
る
こ
と
︑
そ
し
て
身
体
を
動
か
す
活
動

が
で
き
る
こ
と
︒
ま
た
幅
広
い
地
域
の
文
化
や
価
値
観
に
触
れ
ら

れ
る
よ
う
︑
発
展
途
上
国
と
先
進
国
ど
ち
ら
も
含
め
る
こ
と
も
意

識
し
ま
し
た
︒

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
上
で
は﹁
美
味
し
い
﹂﹁
楽
し
い
﹂

﹁
美
し
い
﹂﹁
自
分
ら
し
い
﹂を
体
験
で
き
る
こ
と
を
意
識
し
ま
し
た
︒

私
の
パ
ー
マ
カ
ル
チ
ャ
ー
︵
循
環
す
る
暮
ら
し
の
デ
ザ
イ
ン
手
法
︶

の
先
生
が
考
案
し
た
大
切
な
４
原
則
で
も
あ
り
ま
す
︒

　
ミ
ャ
ン
マ
ー
編
で
は
、
１
日
目
に
眉
山
に
あ
る
パ
ゴ
ダ
（
ミ
ャ

ン
マ
ー
語
で
「
寺
」
を
指
す
）
を
訪
れ
、
第
二
次
世
界
大
戦
で
出

兵
し
た
方
の
ご
子
息
か
ら
パ
ゴ
ダ
建
立
の
経
緯
や
昔
の
戦
争
の
記

憶
を
聞
き
、
２
日
目
は
日
本
に
帰
化
し
て
い
る
ミ
ャ
ン
マ
ー
人
の

方
か
ら
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
暮
ら
し
や
現
在
起
き
て
い
る
ク
ー
デ

タ
ー
に
つ
い
て
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　
松
岡
　
子
ど
も
た
ち
は
﹁
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
文
化
や
歴
史
に
つ
い

て
知
り
た
い
﹂﹁
ク
ー
デ
タ
ー
で
経
済
的
影
響
を
受
け
て
い
る
山

間
地
の
民
族
に
冬
服
を
送
る
活
動
に
家
族
で
参
加
し
た
こ
と
が
あ

る
﹂﹁
自
分
達
に
何
が
で
き
る
か
考
え
た
い
﹂
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の

期
待
を
持
っ
て
参
加
し
て
い
ま
し
た
︒
ゲ
ス
ト
か
ら
は
︑
若
い
世

代
が
平
和
の
た
め
に
立
ち
上
が
っ
て
い
る
話
も
あ
り
ま
し
た
︒

　　
ア
メ
リ
カ
編
は
集
落
を
歩
き
な
が
ら
食
べ
ら
れ
る
野
草
を
集
め

て
「
み
ち
く
さ
レ
ス
ト
ラ
ン
」
を
表
現
す
る
企
画
を
予
定
し
て
い

ま
し
た
が
、
大
雨
に
よ
り
残
念
な
が
ら
２
日
目
の
み
の
実
施
に
。

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
公
立
中
学
校
で
食
を
中
心
と
し
た
授
業
を
展

開
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
ス
タ
ッ
フ
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
つ
な
ぎ
、「
食
べ

る
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
（
瞑
想
）」
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

つ
な
プ
ロ
の
窓

“
ま
ち
を
将
来
世
代
に
つ
な
ぐ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
”は
︑ど
う
進
ん
で
い
る
？

第Ⅱ期
2021~2025

　
神
山
つ
な
ぐ
公
社
の
馬
場
達
郎
で
す
。「
つ
な
プ
ロ
」

第
２
期
で
は
、
新
た
に
は
じ
ま
っ
た
取
組
み
だ
け
で
な

く
、
継
続
し
て
育
っ
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
夏
に
か
け
て
行
わ
れ
た
３
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
紹
介
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
サ
ー
ク
ル
活
動
を
通
し
て
︑
高
齢
者
の
方
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
力
を
さ
ら
に
身
に
つ
け
︑
夢
に
つ
な
げ
た
い
と
思
い
参
加

を
決
め
ま
し
た
︒
将
来
︑
神
山
に
住
み
た
い
と
思
っ
て
い
る
の
で
︑

ま
ち
の
こ
と
を
も
っ
と
知
る
た
め
に

地
域
の
人
と
話
が
で
き
る
こ
と
は

い
い
機
会
で
す
︒
人
も
い
い
し
︑

自
然
も
い
い
か
ら
︑
こ
こ
に
い
る

と
心
が
綺
麗
に
な
る
︒
ゆ
く
ゆ
く

は
︑
１
年
生
の
し
ご
と
体
験
で
お

世
話
に
な
っ
た
︑
生
涯
現
役
応
援

隊
で
働
い
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
︒

　
梅
田
　
次
は
︑
12
月
18
日
︑
19
日
に

実
施
を
予
定
し
て
い
ま
す
︒
依
頼
を

ご
希
望
さ
れ
る
方
は
︑
神
山
つ
な
ぐ

公
社
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
︒

　
お
受
け
で
き
る
か
ど
う
か
は
︑
地

区
や
仕
事
の
内
容
を
聞
い
て
か
ら
の
お

返
事
と
な
り
ま
す
︒

(
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国
際
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流
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ジ
ェ
ク
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は
２
０
１
７
年
度
に
は
じ
ま
り
、
中

高
生
が
オ
ラ
ン
ダ
を
訪
問
し
、
ま
た
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
の
留
学
生
を

受
け
入
れ
て
き
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影

響
で
移
動
や
活
動
が
制
限
さ
れ
る
状
況
下
で
も
、
国
際
感
覚
を
育

む
機
会
を
子
ど
も
た
ち
に
提
供
で
き
る
よ
う
、
オ
ン
ラ
イ
ン
を
活

用
し
た
企
画
を
実
施
し
ま
し
た
。

　「
自
分
と
他
者
と
世
界
を
学
ぶ
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
は
こ
れ

ま
で
通
り
に
、「
海
外
ツ
ア
ーin Kamiyama

」
と
銘
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、
五
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そ
の
後
は
︑
コ
ロ
ナ
禍
で
の
学
生
生
活
や
︑
ア
ル
バ
イ
ト
の
こ

と
︑
進
路
の
こ
と
な
ど
の
情
報
共
有
を
し
て
い
ま
し
た
︒
小
中
学

生
に
勉
強
を
教
え
る
だ
け
で
な
く
︑
大
学
生
同
士
が
関
わ
る
こ
と

に
興
味
を
持
っ
て
参
加
し
て
く
れ
た
子
も
多
い
印
象
で
し
た
︒

　
毎
回
１
か
ら
６
名
程
度
の
小
中
学
生
が
参
加
し
て
く
れ
ま
し

た
。
算
数
と
国
語
の
ド
リ
ル
か
ら
、
自
由
研
究
や
読
書
感
想
文
、

夏
休
み
の
宿
題
で
は
な
い
英
語
の
勉
強
ま
で
。
学
年
や
内
容
の
違

う
勉
強
を
、
大
学
生
た
ち
は
、
柔
軟
に
教
え
て
い
ま
し
た
。

　
秋
山
　
一
度
参
加
し
た
小
学
生
の
中
に
は
︑
勉
強
を
し
な
い
日

も
会
場
に
遊
び
に
き
て
く
れ
る
子
が
い
ま
し
た
︒
そ
う
い
う
子
に

助
っ
人
大
学
生

　　
松
岡
　﹁
ス
ダ
チ
は
苦
さ
や
酸
っ
ぱ
さ
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
痛
み

を
感
じ
た
﹂﹁
皮
を
傷
つ
け
た
り
︑
剥
い
た
り
す
る
だ
け
で
全
く

違
う
香
り
に
な
る
﹂
な
ど
子
ど
も
た
ち
の
反
応
は
豊
か
な
表
現
に

あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
︒
家
に
帰
っ
た
後
︑
家
族
と
﹁
食
べ
る
マ
イ

ン
ド
フ
ル
ネ
ス
﹂
を
実
践
し
た
子
も
い
た
そ
う
︒

　
イ
タ
リ
ア
編
で
は
、
上
分
の
江
田
集
落
で
石
積
み
体
験
を
し
た

あ
と
、
石
積
み
文
化
の
継
承
に
取
り
組
ん
で
い
て
神
山
に
何
度
も

来
て
い
る
イ
タ
リ
ア
人
の
方
か
ら
、
住
ん
で
い
る
村
で
の
暮
ら
し

や
石
積
み
に
取
り
組
ん
で
い
る
理
由
な
ど
聞
か
せ
て
も
ら
い
ま
し

た
。

　

松
岡
　
石
積
み
の
役
割
を
振
り
返
る
と
︑
子
ど
も
た
ち
は
﹁
ま
ち

の
風
景
の
一
部
に
な
っ
て
い
る
﹂﹁
山
の
斜
面
を
平
ら
に
す
る
こ

と
で
︑畑
で
食
料
を
作
っ
た
り
︑家
を
建
て
る
こ
と
が
で
き
る
﹂﹁
水

は
け
の
良
い
環
境
を
保
つ
こ
と
で
土
砂
崩
れ
か
ら
守
る
﹂
と
聞
か

せ
て
く
れ
ま
し
た
︒

　
着
る
・
食
べ
る
・
手
を
動
か
す
と
い
っ
た
毎
日
の
衣
食
住
に
関

わ
る
こ
と
を
組
み
込
む
と
︑﹁
生
き
る
﹂
と
直
結
す
る
体
験
を
つ

く
り
出
せ
ま
す
︒
た
だ
教
え
る
︑
た
だ
覚
え
る
︑
で
は
な
く
︑
み

ん
な
で
体
験
す
る
こ
と
で
︑
そ
の
記

憶
は
身
体
に
長
く
留
ま
り
︑
い
つ
か

彼
ら
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
花
を
咲
か
せ

て
く
れ
る
で
し
ょ
う
︒

　　
各
ツ
ア
ー
の
様
子
は
イ
ン
神
山

の
日
記
帳
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

当
日
の
様
子
や
子
ど
も
と
ゲ
ス
ト

の
や
り
と
り
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん

で
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
助
っ
人
大
学
生
は
、
第
２
期
つ
な
プ
ロ
の
「
ひ
と
づ
く
り
」
領

域
で
新
し
く
は
じ
ま
っ
た
取
組
み
で
す
。

　
ま
ち
と
関
わ
り
を
持
ち
続
け
た
い
と
思
う
大
学
生
と
、
近
年
、

ま
ち
の
中
か
ら
放
課
後
の
学
び
の
場
や
多
世
代
で
行
う
活
動
が

減
っ
た
と
憂
う
保
護
者
の
声
か
ら
生
ま
れ
ま
し
た
。

　　
神
山
町
で
は
、
高
校
か
ら
町
外
の
学
校
へ
進
学
し
、
そ
の
ま
ま
、

ま
ち
と
の
関
係
が
希
薄
に
な
る
ケ
ー
ス
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ま
ち
を
離
れ
た
子
と
の
関
係
醸
成
は
、
こ
れ
ま
で
も
バ
ス
ツ

ア
ー
や
イ
ン
タ
ー
ン
を
通
じ
、
取
り
組
ん
で
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　　
当
時
、
施
策
検
討
の
中
心
に
い
た
、
公
社
の
秋
山
千
草
さ
ん
は
、

こ
う
振
り
返
り
ま
す
。

　
秋
山
　
第
２
期
つ
な
プ
ロ
の
施
策
検
討
に
︑
町
出
身
の
２
名
の

大
学
生
が
関
わ
っ
て
く
れ
ま
し
た
︒
そ
の
２
名
の
意
見
と
同
じ
く

検
討
に
関
わ
っ
た
保
護
者
数
名
の
話
し
合
い
の
中
か
ら
生
ま
れ
た

の
が
︑
こ
の
﹁
助
っ
人
大
学
生
﹂
と
い
う
企
画
で
す
︒

　
大
学
生
か
ら
︑
長
期
休
暇
の
帰
省
の
際
に
時
間
を
持
て
余
し
て

い
て
︑
機
会
が
あ
れ
ば
町
の
活
動
や
子
ど
も
た
ち
と
関
わ
っ
て
み

た
い
と
い
う
発
言
が
あ
り
ま
し
た
︒
一
方
︑
保
護
者
の
方
々
か
ら

は
︑﹁
夏
休
み
の
間
︑
子
ど
も
た
ち
の
宿
題
の
サ
ポ
ー
ト
を
大
学

生
が
し
て
く
れ
た
ら
喜
ぶ
人
は
多
い
と
思
う
﹂
と
い
う
声
が
︒
そ

ん
な
双
方
の
想
い
が
重
な
り
︑
企
画
し
︑
今
年
の
夏
休
み
に
開
催

し
ま
し
た
︒

　　
開
催
に
あ
た
り
、運
営
側
の
大
学
生
の
募
集
が
行
わ
れ
、集
ま
っ

た
の
は
大
学
１
年
生
か
ら
大
学
院
１
年
生
の
７
名
。
そ
の
後
、
小

中
学
生
を
対
象
に
「
夏
休
み
宿
題
応
援
企
画
」
と
し
て
児
童
、
生

徒
の
募
集
を
行
い
、
鮎
喰
川
コ
モ
ン
と
広
野
公
民
館
の
２
箇
所
で

10
日
間
開
催
し
ま
し
た
。

　　
秋
山
　
運
営
を
始
め
る
前
に
︑
参
加
す
る
大
学
生
同
士
が
オ
ン

ラ
イ
ン
で
顔
を
合
わ
せ
ま
し
た
︒
先
輩
や
後
輩
と
の
久
し
ぶ
り
の

再
会
に
盛
り
上
が
る
か
と
思
い
き
や
︑
最
初
は
緊
張
気
味
で
︑﹁
５

年
ぶ
り
や
な
ぁ
﹂と
か
︑親
御
さ
ん
の
こ
と
を
知
っ
て
い
て﹁
あ
ー
︑

あ
の
お
父
さ
ん
ち
の
子
か
！
﹂
と
︑
お
互
い
を
思
い
出
す
と
こ
ろ

か
ら
ス
タ
ー
ト
︒

対
し
︑﹁
○
○
ち
ゃ
ん
︑
会
い
た
か
っ
た
よ
～
︒﹂
と
返
す
大
学
生

の
姿
も
あ
っ
て
︑
短
い
期
間
だ
け
ど
い
い
関
係
が
生
ま
れ
て
き
た

な
と
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
︒

　　　
実
際
に
参
加
し
た
大
学
生 

、
橋
本
幸
奈
さ
ん
か
ら
感
想
を
も

ら
っ
て
ま
す
。

　　
橋
本
　
私
に
と
っ
て
春
か
ら
夏
に
か
け
て
の
初
め
て
の
大
学
生

活
は
︑
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
大
学
と
ス
ー
パ
ー
以
外
ど
こ
に
も
行
か

ず
︑
一
人
部
屋
で
過
ご
す
と
い
う
何
と
も
虚
し
い
日
々
で
し
た
︒

　
そ
ん
な
時
に
︑
先
輩
の
紹
介
で
知
っ
た
の
が
こ
の
﹁
助
っ
人
大

学
生
﹂
で
し
た
︒
地
元
で
小
中
学
生
の
手
伝
い
を
す
る
と
い
う
の

は
︑
バ
イ
ト
の
経
験
が
な
い
私
に
と
っ
て
一
番
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て

で
き
る
こ
と
だ
と
思
い
︑
参
加
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
︒

　
初
め
て
の
こ
と
で
最
初
は
不
安
も
あ
り
ま
し
た
が
︑
皆
さ
ん
と

て
も
親
し
み
や
す
く
︑
知
り
合
い
も
多
か
っ
た
た
め
︑
毎
回
安
心

し
て
参
加
で
き
ま
し
た
︒
中
学
生
の
手
伝
い
を
し
た
時
は
︑
分
か

り
や
す
い
と
言
っ
て
も
ら
え
た
り
︑
宿
題
以
外
の
進
路
等
の
質
問

も
し
て
く
れ
た
り
︑
様
々
な
話
を
し
て

関
係
を
深
め
ら
れ
ま
し
た
︒
大
き
く
人

脈
を
広
げ
る
こ
と
も
で
き
た
助
っ
人
大

学
生
は
︑
自
分
の
為
に
な
る
こ
と
ば
か

り
で
し
た
︒

　
橋
本
さ
ん
は
、
そ
の
あ
と
も
、
帰
省
し
て
い
る
間
、
鮎
喰
川
コ

モ
ン
の
臨
時
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
子
ど
も
た
ち
と
関
わ
り
続
け
て
く

れ
ま
し
た
。

　
秋
山
　
今
回
参
加
し
た
大
学
生
の
皆
さ
ん
ほ
と
ん
ど
が
﹁
今
ま

で
関
わ
る
機
会
の
な
い
小
中
学
生
と

交
流
で
き
て
よ
か
っ
た
︒
ま
た
や
り

た
い
︒﹂
と
言
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
︒

　
来
年
の
夏
に
︑
も
っ
と
多
く
の
子

ど
も
た
ち
に
参
加
し
て
も
ら
え
る
よ

う
企
画
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
︒

前
の
ペ
ー
ジ
よ
り
つ
づ
く

　　今
回
、
紹
介
し
た
も
の
は
町
民
の
皆
さ
ん
も
参
加
し

や
す
い
の
で
、
次
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　次
回
は
、
大
人
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
て
み
よ
う
と
思

い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　（神
山
つ
な
ぐ
公
社
・
馬
場
）
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そ
の
後
は
︑
コ
ロ
ナ
禍
で
の
学
生
生
活
や
︑
ア
ル
バ
イ
ト
の
こ

と
︑
進
路
の
こ
と
な
ど
の
情
報
共
有
を
し
て
い
ま
し
た
︒
小
中
学

生
に
勉
強
を
教
え
る
だ
け
で
な
く
︑
大
学
生
同
士
が
関
わ
る
こ
と

に
興
味
を
持
っ
て
参
加
し
て
く
れ
た
子
も
多
い
印
象
で
し
た
︒

　
毎
回
１
か
ら
６
名
程
度
の
小
中
学
生
が
参
加
し
て
く
れ
ま
し

た
。
算
数
と
国
語
の
ド
リ
ル
か
ら
、
自
由
研
究
や
読
書
感
想
文
、

夏
休
み
の
宿
題
で
は
な
い
英
語
の
勉
強
ま
で
。
学
年
や
内
容
の
違

う
勉
強
を
、
大
学
生
た
ち
は
、
柔
軟
に
教
え
て
い
ま
し
た
。

　
秋
山
　
一
度
参
加
し
た
小
学
生
の
中
に
は
︑
勉
強
を
し
な
い
日

も
会
場
に
遊
び
に
き
て
く
れ
る
子
が
い
ま
し
た
︒
そ
う
い
う
子
に

助
っ
人
大
学
生

　　
松
岡
　﹁
ス
ダ
チ
は
苦
さ
や
酸
っ
ぱ
さ
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
痛
み

を
感
じ
た
﹂﹁
皮
を
傷
つ
け
た
り
︑
剥
い
た
り
す
る
だ
け
で
全
く

違
う
香
り
に
な
る
﹂
な
ど
子
ど
も
た
ち
の
反
応
は
豊
か
な
表
現
に

あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
︒
家
に
帰
っ
た
後
︑
家
族
と
﹁
食
べ
る
マ
イ

ン
ド
フ
ル
ネ
ス
﹂
を
実
践
し
た
子
も
い
た
そ
う
︒

　
イ
タ
リ
ア
編
で
は
、
上
分
の
江
田
集
落
で
石
積
み
体
験
を
し
た

あ
と
、
石
積
み
文
化
の
継
承
に
取
り
組
ん
で
い
て
神
山
に
何
度
も

来
て
い
る
イ
タ
リ
ア
人
の
方
か
ら
、
住
ん
で
い
る
村
で
の
暮
ら
し

や
石
積
み
に
取
り
組
ん
で
い
る
理
由
な
ど
聞
か
せ
て
も
ら
い
ま
し

た
。

　

松
岡
　
石
積
み
の
役
割
を
振
り
返
る
と
︑
子
ど
も
た
ち
は
﹁
ま
ち

の
風
景
の
一
部
に
な
っ
て
い
る
﹂﹁
山
の
斜
面
を
平
ら
に
す
る
こ

と
で
︑畑
で
食
料
を
作
っ
た
り
︑家
を
建
て
る
こ
と
が
で
き
る
﹂﹁
水

は
け
の
良
い
環
境
を
保
つ
こ
と
で
土
砂
崩
れ
か
ら
守
る
﹂
と
聞
か

せ
て
く
れ
ま
し
た
︒

　
着
る
・
食
べ
る
・
手
を
動
か
す
と
い
っ
た
毎
日
の
衣
食
住
に
関

わ
る
こ
と
を
組
み
込
む
と
︑﹁
生
き
る
﹂
と
直
結
す
る
体
験
を
つ

く
り
出
せ
ま
す
︒
た
だ
教
え
る
︑
た
だ
覚
え
る
︑
で
は
な
く
︑
み

ん
な
で
体
験
す
る
こ
と
で
︑
そ
の
記

憶
は
身
体
に
長
く
留
ま
り
︑
い
つ
か

彼
ら
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
花
を
咲
か
せ

て
く
れ
る
で
し
ょ
う
︒

　　
各
ツ
ア
ー
の
様
子
は
イ
ン
神
山

の
日
記
帳
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

当
日
の
様
子
や
子
ど
も
と
ゲ
ス
ト

の
や
り
と
り
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん

で
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
助
っ
人
大
学
生
は
、
第
２
期
つ
な
プ
ロ
の
「
ひ
と
づ
く
り
」
領

域
で
新
し
く
は
じ
ま
っ
た
取
組
み
で
す
。

　
ま
ち
と
関
わ
り
を
持
ち
続
け
た
い
と
思
う
大
学
生
と
、
近
年
、

ま
ち
の
中
か
ら
放
課
後
の
学
び
の
場
や
多
世
代
で
行
う
活
動
が

減
っ
た
と
憂
う
保
護
者
の
声
か
ら
生
ま
れ
ま
し
た
。

　　
神
山
町
で
は
、
高
校
か
ら
町
外
の
学
校
へ
進
学
し
、
そ
の
ま
ま
、

ま
ち
と
の
関
係
が
希
薄
に
な
る
ケ
ー
ス
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ま
ち
を
離
れ
た
子
と
の
関
係
醸
成
は
、
こ
れ
ま
で
も
バ
ス
ツ

ア
ー
や
イ
ン
タ
ー
ン
を
通
じ
、
取
り
組
ん
で
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　　
当
時
、
施
策
検
討
の
中
心
に
い
た
、
公
社
の
秋
山
千
草
さ
ん
は
、

こ
う
振
り
返
り
ま
す
。

　
秋
山
　
第
２
期
つ
な
プ
ロ
の
施
策
検
討
に
︑
町
出
身
の
２
名
の

大
学
生
が
関
わ
っ
て
く
れ
ま
し
た
︒
そ
の
２
名
の
意
見
と
同
じ
く

検
討
に
関
わ
っ
た
保
護
者
数
名
の
話
し
合
い
の
中
か
ら
生
ま
れ
た

の
が
︑
こ
の
﹁
助
っ
人
大
学
生
﹂
と
い
う
企
画
で
す
︒

　
大
学
生
か
ら
︑
長
期
休
暇
の
帰
省
の
際
に
時
間
を
持
て
余
し
て

い
て
︑
機
会
が
あ
れ
ば
町
の
活
動
や
子
ど
も
た
ち
と
関
わ
っ
て
み

た
い
と
い
う
発
言
が
あ
り
ま
し
た
︒
一
方
︑
保
護
者
の
方
々
か
ら

は
︑﹁
夏
休
み
の
間
︑
子
ど
も
た
ち
の
宿
題
の
サ
ポ
ー
ト
を
大
学

生
が
し
て
く
れ
た
ら
喜
ぶ
人
は
多
い
と
思
う
﹂
と
い
う
声
が
︒
そ

ん
な
双
方
の
想
い
が
重
な
り
︑
企
画
し
︑
今
年
の
夏
休
み
に
開
催

し
ま
し
た
︒

　　
開
催
に
あ
た
り
、運
営
側
の
大
学
生
の
募
集
が
行
わ
れ
、集
ま
っ

た
の
は
大
学
１
年
生
か
ら
大
学
院
１
年
生
の
７
名
。
そ
の
後
、
小

中
学
生
を
対
象
に
「
夏
休
み
宿
題
応
援
企
画
」
と
し
て
児
童
、
生

徒
の
募
集
を
行
い
、
鮎
喰
川
コ
モ
ン
と
広
野
公
民
館
の
２
箇
所
で

10
日
間
開
催
し
ま
し
た
。

　　
秋
山
　
運
営
を
始
め
る
前
に
︑
参
加
す
る
大
学
生
同
士
が
オ
ン

ラ
イ
ン
で
顔
を
合
わ
せ
ま
し
た
︒
先
輩
や
後
輩
と
の
久
し
ぶ
り
の

再
会
に
盛
り
上
が
る
か
と
思
い
き
や
︑
最
初
は
緊
張
気
味
で
︑﹁
５

年
ぶ
り
や
な
ぁ
﹂と
か
︑親
御
さ
ん
の
こ
と
を
知
っ
て
い
て﹁
あ
ー
︑

あ
の
お
父
さ
ん
ち
の
子
か
！
﹂
と
︑
お
互
い
を
思
い
出
す
と
こ
ろ

か
ら
ス
タ
ー
ト
︒

対
し
︑﹁
○
○
ち
ゃ
ん
︑
会
い
た
か
っ
た
よ
～
︒﹂
と
返
す
大
学
生

の
姿
も
あ
っ
て
︑
短
い
期
間
だ
け
ど
い
い
関
係
が
生
ま
れ
て
き
た

な
と
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
︒

　　　
実
際
に
参
加
し
た
大
学
生 
、
橋
本
幸
奈
さ
ん
か
ら
感
想
を
も

ら
っ
て
ま
す
。

　　
橋
本
　
私
に
と
っ
て
春
か
ら
夏
に
か
け
て
の
初
め
て
の
大
学
生

活
は
︑
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
大
学
と
ス
ー
パ
ー
以
外
ど
こ
に
も
行
か

ず
︑
一
人
部
屋
で
過
ご
す
と
い
う
何
と
も
虚
し
い
日
々
で
し
た
︒

　
そ
ん
な
時
に
︑
先
輩
の
紹
介
で
知
っ
た
の
が
こ
の
﹁
助
っ
人
大

学
生
﹂
で
し
た
︒
地
元
で
小
中
学
生
の
手
伝
い
を
す
る
と
い
う
の

は
︑
バ
イ
ト
の
経
験
が
な
い
私
に
と
っ
て
一
番
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て

で
き
る
こ
と
だ
と
思
い
︑
参
加
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
︒

　
初
め
て
の
こ
と
で
最
初
は
不
安
も
あ
り
ま
し
た
が
︑
皆
さ
ん
と

て
も
親
し
み
や
す
く
︑
知
り
合
い
も
多
か
っ
た
た
め
︑
毎
回
安
心

し
て
参
加
で
き
ま
し
た
︒
中
学
生
の
手
伝
い
を
し
た
時
は
︑
分
か

り
や
す
い
と
言
っ
て
も
ら
え
た
り
︑
宿
題
以
外
の
進
路
等
の
質
問

も
し
て
く
れ
た
り
︑
様
々
な
話
を
し
て

関
係
を
深
め
ら
れ
ま
し
た
︒
大
き
く
人

脈
を
広
げ
る
こ
と
も
で
き
た
助
っ
人
大

学
生
は
︑
自
分
の
為
に
な
る
こ
と
ば
か

り
で
し
た
︒

　
橋
本
さ
ん
は
、
そ
の
あ
と
も
、
帰
省
し
て
い
る
間
、
鮎
喰
川
コ

モ
ン
の
臨
時
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
子
ど
も
た
ち
と
関
わ
り
続
け
て
く

れ
ま
し
た
。

　
秋
山
　
今
回
参
加
し
た
大
学
生
の
皆
さ
ん
ほ
と
ん
ど
が
﹁
今
ま

で
関
わ
る
機
会
の
な
い
小
中
学
生
と

交
流
で
き
て
よ
か
っ
た
︒
ま
た
や
り

た
い
︒﹂
と
言
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
︒

　
来
年
の
夏
に
︑
も
っ
と
多
く
の
子

ど
も
た
ち
に
参
加
し
て
も
ら
え
る
よ

う
企
画
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
︒

前
の
ペ
ー
ジ
よ
り
つ
づ
く

　　今
回
、
紹
介
し
た
も
の
は
町
民
の
皆
さ
ん
も
参
加
し

や
す
い
の
で
、
次
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　次
回
は
、
大
人
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
て
み
よ
う
と
思

い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　（神
山
つ
な
ぐ
公
社
・
馬
場
）
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今
月
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　
2
0
1
7
年
に
職
業
訓
練「
神
山
塾
」

に
参
加
し
、
今
は
道
の
駅
「
温
泉
の
里　

神
山
」
で
働
く
木
村
さ
ん
を
紹
介
し
ま

す
。

〈
移
住
の
き
っ
か
け
〉

　
い
つ
か
地
方
で
暮
ら
し
て
み
た
い
と

思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
神
山
塾
9
期
生
の
募
集
を
知
り
ま

し
た
。
友
人
か
ら
神
山
の
こ
と
は
聞
い

た
こ
と
が
あ
っ
た
し
、
神
山
塾
な
ら
家

と
仕
事
を
自
分
で
探
さ
な
く
て
も
田
舎

暮
ら
し
が
体
験
で
き
る
と
知
っ
て
、
参

加
し
て
み
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
も
と

も
と
引
っ
越
し
ま
で
は
考
え
て
な
か
っ

た
の
で
、
5
か
月
間
の
神
山
塾
が
終

わ
っ
た
ら
地
元
に
帰
っ
た
の
で
す
が
、

も
う
少
し
神
山
に
い
た
か
っ
た
こ
と
に

気
づ
き
、
1
か
月
後
に
は
ま
た
戻
っ
て

き
ま
し
た
。「
桜
が
き
れ
い
ら
し
い
か

ら
春
ま
で
い
よ
う
か
な
」
と
い
う
軽
い

気
持
ち
だ
っ
た
の
が
、「
阿
波
踊
り
が

あ
る
お
盆
ま
で
残
っ
て
み
よ
う
」
と
、

ち
ょ
っ
と
ず
つ
滞
在
を
延
長
し
て
い
ま

し
た
。だ
ん
だ
ん
友
人
も
増
え
て
き
て
、

神
山
で
の
暮
ら
し
が
楽
し
く
な
っ
て
、

今
で
は
期
限
を
決
め
ず
に
住
ん
で
い
ま

す
。

〈
お
仕
事
に
つ
い
て
〉

　
道
の
駅
で
は
レ
ジ
や
食
堂
で
の
接
客

を
担
当
し
て
い
ま
す
。
ス
タ
ッ
フ
で
県

外
出
身
者
は
私
だ
け
で
す
が
、
み
な
さ

ん
分
け
隔
て
な
く
接
し
て
く
れ
ま
す

し
、
お
客
さ
ん
に
神
山
の
お
す
す
め
を

案
内
し
た
り
、
野
菜
の
調
理
方
法
に
つ

い
て
話
し
た
り
、
自
分
は
い
ろ
ん
な
人

と
交
流
す
る
の
が
好
き
な
の
だ
と
、
あ

ら
た
め
て
気
づ
き
ま
し
た
。
観
光
ス

ポ
ッ
ト
や
新
し
い
お
店
へ
の
行
き
方
を

よ
く
尋
ね
ら
れ
る
の
で
、
テ
レ
ビ
や
新

聞
、
S
N
S
で
神
山
の
最
新
情
報
は

チ
ェ
ッ
ク
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
道
の
駅
以
外
で
は
、
ス
ダ
チ
や

梅
の
収
穫
、
キ
ャ
ン
プ
場
な
ど
で
、
季

節
ご
と
に
ア
ル
バ
イ
ト
の
お
手
伝
い
も

し
て
い
ま
す
。

〈
神
山
で
の
暮
ら
し
〉

　
車
を
運
転
し
な
い
の
で
、
普
段
の
買

い
物
は
町
内
の
お
店
を
自
転
車
で
回
っ

て
い
ま
す
。
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
の
友
人
と

一
緒
に
買
い
物
に
行
く
こ
と
も
あ
れ
ば
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
買
い
物
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
1
人
で
バ
ス
に
乗
っ
て

市
内
ま
で
用
事
に
行
く
の
は
、
月
1
回

く
ら
い
で
し
ょ
う
か
。
今
年
は
バ
ス
と

汽
車
で
県
内
を
旅
行
し
た
り
も
し
ま
し

た
。
県
外
の
お
客
さ
ん
か
ら
は
神
山
以

外
の
観
光
地
に
つ
い
て
聞
か
れ
た
り
も

す
る
の
で
、

実
際
に

行
っ
て
み

て
良
か
っ

た
場
所
を

お
す
す
め

し
た
い
で

す
ね
。

〈
今
後
の
抱
負
〉

　

友
人
や
職
場
の
同
僚
、
お
客
さ
ん
な

ど
、自
分
に
関
わ
っ
て
く
れ
る
人
に
と
っ

て
、
居
心
地
の
い
い
人
で
あ
り
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
特
に
道
の
駅
で
働
い

て
い
る
時
は
ま
ち
の
顔
に
も
な
る
の
で
、

神
山
は
え
え
町
や
な
っ
て
、
お
客
さ
ん

に
感
じ
て
も
ら
え
る
と
う
れ
し
い
で
す
。

空
き
家
情
報
を
募
集
し
て
い
ま
す

　
賃
貸
・
売
買
を
希
望
さ
れ
る
町
内
の

空
き
家
・
土
地
の
情
報
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
町
外
か
ら
の
引
っ
越
し
や
、
町

内
で
の
住
み
替
え
で
空
き
家
を
探
し
て

い
る
方
の
問
い
合
わ
せ
が
増
え
て
い

て
、
古
い
お
家
・
山
中
の
立
地
で
も
、

そ
こ
に
魅
力
を
感
じ
て
家
を
探
し
て
い

る
方
も
い
ま
す
。

　

新
た
な
住
み
手
が
決
ま
っ
た
お
家

の
、
不
要
な
荷
物
の
片
付
け
も
セ
ン

タ
ー
が
お
手
伝
い
し
て
い
ま
す
。
管
理

に
お
困
り
の
空
き
家
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
移
住
交
流
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で
一

度
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◦ 
移
住
交
流
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り 

◦

お問合せ
☎676-1177
IP: 2028

NPO
グリーンバレーの
伊藤・吉田が
お届けします。

木き

村む
ら　
仁ひ
と
美み
　
兵
庫
県
出
身

�

神
領
本
上
角
在
住

新
規
移
住
相
談
件
数

8
月
…
17
件

9
月
…
21
件

自転車で買い物帰りの木村さん

- 空き家から出るモノを再利用 -
「モノストック」オープンデー
11月はお休みします
12/4（土）9時〜12時
神領青井夫・旧国道沿い
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【作り方】
①�にらともやしは1㎝長さに切る。にんじんは粗みじん
切りにする。（ねぎの場合は小口切り）
②�①としらす干しをボウルに入れてカッコの薄力粉と片
栗粉をまぶして全体をよく混ぜ合わせ、水を加えてさ
らによく混ぜる。
③�フライパンに油を引いて中火にかけ、②を 8等分にし
て丸く敷いて焼く。焼き色がついたら裏返し、ヘラな
どで押しつけながらしっかりと焼き色をつける。
④皿に盛り、お好みソースを表面に薄く塗る。
　※ソースはかけすぎ予防に、ハケで塗るのがおすすめ

●ワンポイントアドバイス
　しらす干しの塩気と野菜のうま味があるので、調味料はお好みソースを
薄く塗るだけで十分美味しく食べられます。おやつにもおすすめです。

見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。

ヘルスメイトおすすめ！ヘルシー料理

栄養価1人分：エネルギー112kcal、たんぱく質3.9g、脂
質3.5g、塩分0.6g（※50％減塩お好みソース使用で0.5g）

減塩シリーズ！★野菜としらすのぎゅうてん★

【材料：4人分】
にら �  40g（1/2 束）
※ねぎでもOK
もやし �  65g（1/3 袋）
にんじん �  80g（2/3 本）
しらす干し �  40g
水 �  50ml

薄力粉 �  大さじ 4
片栗粉 �  大さじ 3

油 �  大さじ 1
お好みソース �  適量

神
中
生
、
陸
上
大
会
で
上
位

入
賞
！

　

10
月
2
日
、
鳴
門
大
塚
ス
ポ
ー
ツ

パ
ー
ク
に
て
行
わ
れ
た
陸
上
大
会
に
て
、

神
山
中
学
校
1
年
中
南
仁
（
な
か
み
な

み　
じ
ん
）さ
ん
、2
年
入
川
泰
成（
い

り
か
わ　
た
い
せ
い
）
さ
ん
が
好
記
録

を
出
し
、上
位
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

1
年
生
1
0
0
ｍ
で
１
位
と
な
っ
た
中

南
さ
ん
は
「
体
が
重
く
、
調
子
が
良
く

な
い
よ
う
に
思
え
た
が
、
自
己
ベ
ス
ト

を
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
次
は
11

秒
台
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。
筋
力
を

つ
け
て
、
地
面
を
捉
え
る
よ
う
に
意
識

を
し
て
練
習
に
取
り
組
み
た
い
。」
と

抱
負
を
話
し
ま
し
た
。
1
1
0
ｍ
Ｈ
、

高
跳
び
で
そ
れ
ぞ
れ
入
賞
を
し
た
入
川
さ

ん
は
「
1
1
0ｍ
Ｈ
は
初
め
て
の
挑
戦
で

難
し
かっ
た
。
姿
勢
を
低
く
、
跳
び
続
け

ら
れ
る
よ

う
気
を
つ

け
て
、
次

回
は
1
位

に
な
れ
る

よ
う
頑
張

る
。」
と

力
強
く
決

意
を
語
っ

て
く
れ
ま

し
た
。
2
0
2
1
年
度
徳
島
県
中
学
校
新
人
大
会

　
中
南
　
仁　
男
子
1
年
1
0
0
ｍ

　
　
　
　
第
1
位　
記
録
12
・
15
秒

　
入
川
泰
成　
男
子　
1
1
0
ｍ
Ｈ

　
　
　
　
第
2
位　
記
録
18
・
75
秒

　
　
　
　
　
　
男
子　
走
高
跳

　
　
　
　
第
4
位　
記
録
1
ｍ
55

広
野
保
育
所
、
吉
野
川
で
生
物

観
察
会

　
広
野
保
育
所
4
・
5
歳
児
が
水
辺
の

生
き
物
観
察
会
を
行
い
ま
し
た
。
と
く

し
ま
自
然
観
察
の
会
の
方
々
の
案
内

で
、
干
潟
ス
ポ
ッ
ト
に
向
か
い
、
じ
っ

と
巣
穴
か
ら
生
き
物
が
出
て
く
る
の

を
待
つ
と
、「
出
て
き
た
！
」「
い
た
い

た
！
」
と
シ
オ
マ
ネ
キ
な
ど
珍
し
い
生

き
物
を
確
認
で
き
ま
し
た
。

　

観
察
が
終
わ
る
と
、「
い
ろ
ん
な
見

た
こ
と
の
な
い
生
き
物
が
い
た
」「
か

に
の
は
さ
み
の
色
が
き
れ
い
だ
っ
た
」

な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
が
発
見
し
た
こ
と
を

感
想
を
発
表
し
あ
い
ま
し
た
。
ま
た
、

吉
野
川
と
鮎
喰
川
は
つ
な
が
っ
て
い
る

こ
と
を
学
び
、
こ
れ
か
ら
も
多
く
の
生

き
物
が
生

き
ら
れ
る

よ
う
、
ゴ

ミ
な
ど
を

捨
て
ず
き

れ
い
な
川

を
守
る
こ

と
を
約
束

し
ま
し
た
。

感想を聞くと、全員から手が挙がりました

入川泰成さん（左）と中南仁さん（右）
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